
 

〔腫瘍制御学講座〕 

（1）腫瘍病理学分野 

1．研究の概要 
病理学における研究は，遺伝子レベルの基礎的なものから人体摘出検体を材料とする臨床病理的なもの

までの広範な領域を占めています。教室の伝統的な主要テーマである，腫瘍の発生から予防までの病理学

的研究を継続して研究するとともに，再生医療，幹細胞医学にも関連した新規病理学分野の研究を行って

います。 
(1)遺伝子改変マウス作製技術を用いた発がんと幹細胞の分子機構解明 

ES 細胞での相同組み換え技術を利用した，コンディショナルノックアウトマウス，BAC(人工染色体)
を用いたたトランスジェニックマウス，遺伝子発現誘導マウスを作製した上で，腫瘍発生のメカニズムと

幹細胞の役割の解明を目指しています。また、臨床業務において、病理学は全身臓器の悪性腫瘍を診断対

象としています。この特性を活かし、臓器別にではなく消化器癌や脳腫瘍など、腫瘍発生や腫瘍微小環境

の共通性など幅広い視野を持ち、研究しています。 
(2) 全身臓器を対象とした組織幹細胞の同定と疾患における役割の解明 
  (1)に述べた遺伝子改変マウスの作製を行い、組織上での組織幹細胞の同定に取り組んでいます。細胞

系譜法(lineage tracing 法）を用いることで、幹細胞の由来・運命、さらには多くの疾患での役割を明ら

かにできます。病理学に基づいた多数の悪性腫瘍モデルの経験を持つ腫瘍病理では、組織幹細胞を同定す

るだけでなく、疾患の病態をも詳細に解析できます。 
(3) 再生医療，幹細胞医学に関連する腫瘍発生の解明とその予防 

再生医学の臨床応用が進んでいない理由の一つに，in vitro での知見が必ずしも in vivo では実現でき

ていないこと，そして，ES 細胞あるいは iPS 細胞を組織再生に利用した場合，しばしば奇形腫として正

常組織まで破壊する腫瘍性増殖をきたすことがあげられます。当教室では腫瘍病理学の知識をもとに再生

医学の臨床応用の際に問題となる腫瘍発生を，がん幹細胞(cancer stem cell)と関連させて研究しています。 
(4) 神経再生研究のための神経障害動物モデルの開発 

神経軸索内を断片化DNAがダイナミックにシナプス部まで移動することを神経のアポトーシスに特異

的現象として報告し，一過性脳虚血に伴う海馬 CA1 領域の遅発性細胞死がアポトーシスであることを証

明しました。神経疾患モデルとしての扱いやすさから，マウス網膜に注目しています。神経細胞死とアポ

トーシスの関係を明らかにする一方，視細胞に対し選択的に傷害を与える新たなモデルを確立し，神経再

生医学への応用としました。 
(5) 悪性腫瘍に対する放射線治療における病理組織形態の変化とその分子メカニズムの解明 
 悪性腫瘍に対する放射線治療の果たす役割は年々拡大しています。しかし、放射線の腫瘍細胞への有効

性とその耐性獲得のメカニズムは未だ不明です。岐阜大学放射線科と腫瘍病理との共同として、日本では

未だ数少ない基礎放射線病理学を新規分野として開拓しています。 
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ん性橋謬芽腫マウスモデルの創出と非侵襲的バイオマーカーの検証；100 千円 
13） 代表者：原 明；文部科学省 基礎研究医養成活性化プログラム ｢人体を統合的に理解できる基礎研

究医の養成｣ 平成 29 年度；800 千円 
 

2）受託研究 
1）原 明：病院診断のコンサルタント；平成 29 年；2,859 千円：(株)保健科学研究所 
2）原 明：病院診断のコンサルタント；平成 29 年；585 千円：(株)東海細胞研究所 
3）原 明：病院診断のセカンドオピニオン；平成 29 年度；4,335 千円：各医療機関 

3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
原 明： 
1） 日本病理学会評議員(～現在) 
2） 日本癌学会評議員(平成 24 年 1 月～現在) 
3） 日本再生医療学会評議員(～現在) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
原 明： 
1） Journal of Oncology；Editorial Board (～現在) 
2） ISRN Pathology；Editorial Board (平成 24 年 1 月～現在) 
3） International Journal of Neurology Research；Editorial Board(平成 26 年 9 月〜現在) 
 
丸山貴司： 
1） Journal of Immunology Research；Special Issue Lead Editor (平成 27 年 11 月～現在) 
2） Journal of Cell Science & Therapy；Editor in Chief (平成 28 年 1 月～現在) 
 
富田弘之： 
1） International Journal of Molecular Sciences ; Special Issue Lead Editor (平成 29 年 1 月~平成 29

年 6 月) 
2） Journal of Clinical Medicine ; Special Issue Editor (平成 29 年 12 月~現在) 
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7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
原 明： 
1） 第 104 回 日本病理学会総会(平成 27 年 5 月, 名古屋, 若手研究者教育レクチャー「エピジェネティ

クス入門」座長) 
2） 第 54 回 日本臨床細胞学会秋期大会(平成 27 年 11 月, 名古屋, 要望講演「iPS 細胞作製技術を用い

たがん研究」座長) 

8．学術賞等の受賞状況 
丸山貴司： 
1） 日本生化学会 中部支部研究奨励賞 (平成 27 年 5 月) 
2） FIMSA 6th Congress in Singapore Travel Fellowship (平成 27 年 7 月) 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
なし 

11．報道 
富田 弘之：2015 年 2 月 24 日付 岐阜新聞 ｢研究室から大学はいま｣ 地方で独自のがん研究発信 
 

12．自己評価 
評価 

医学研究の国際水準を維持しうるレベルの国際雑誌への研究発表は目標を達成できていると思われる。

学内外各分野の研究者と協力して研究を進めるとともに，病理学専攻の大学院生を中心とした若手研究

者・若手病理医の育成を継続して行っている。さらに地域医療機関における高度医療の維持に不可欠な

病理専門医として、病理診断業務を通して地域医療へ貢献している。 
 
現状の問題点及びその対応策 

平成 30 年 4 月に日本専門医機構が指定する基本 19 領域の専門医が一斉にスタ－トする。基本 19 領

域専門医の一つである病理専門医として，病理診断業務の医療，社会に果たす責任がこれまで以上に増

しており，地域中核病院からの病理専門医あるいは細胞診専門医の派遣要請も多い。継続して病理専門

医，細胞診専門医派遣による地域医療への貢献ができるよう地域中核医療機関と連携しながら若手病理

医の育成を図っている。したがって国際レベルの病理研究と病理診断能力向上との両立を図るバランス

感覚が重要となる。 
 
今後の展望 

教室の伝統的なテーマである，腫瘍の発生から予防までの病理学的研究体制を維持するとともに，再

生医療，幹細胞医学，さらにはゲノム編集にも関連した新規病理学分野を開拓する。単独分野での独立

した研究体制には限界があるため，大学内での複数分野との協力体制を積極的に図る。また，病理学の

基礎として人体病理 (診断病理) を重視し，附属病院病理部と人的交流を通して連携するとともに地域医

療に貢献し，臨床研究を含む幅広い病理研究を展開する。 
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（2）形態機能病理学分野 

1．研究の概要 
分子病理診断と、その知見を利用したトランスレーショナル研究 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
助教： 
 

竹内 保 
鬼頭 勇輔 
齊郷 智恵美 

Takeuchi Tamotsu 
Kito Yusuke 
Saigo Chiemi 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

なし 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 加藤 博基(岐阜大学 医学部放射線科), 松尾 政之, 水田 啓介, 青木 光広, 鬼頭 勇輔. 画像でみかける偶

発的所見のマネジメント－あなたならどう書く?－ 頸部 非特異的リンパ節腫大, 画像診断 2016 年；36
巻 9 号：856－857. 

 
総説（欧文） 

1） Kawashima K, Maeda K, Saigo C, Kito Y, Yoshida K, Takeuchi T. Adiponectin and Intelectin-1: 
Important Adipokine Players in Obesity-Related Colorectal Carcinogenesis. Int J Mol Sci. 2017 Apr 
19;18(4)  CS 3.73 

 
原著（和文） 

1） 川口真矢, 加藤博基, 兼松雅之, 畠山大二郎, 玉置也剛, 柴田敏之, 鬼頭勇輔. 高齢者に発生した下顎骨類

腱線維腫(desmoplastic fibroma)の 1 例(原著論文/症例報告), 臨床放射線 2015 年；60 巻：1167－1173. 
2） 小林一博, 藤澤智美, 酒々井夏子, 齊郷智恵美, 鬼頭勇輔, 廣瀬善信, 原 明, 清島眞理子, 宮崎龍彦. 

Thymoma associated graft-versus-host like disease の 1 例(原著論文/症例報告), 診断病理 2015 年；32
巻：18－21. 

 
原著（欧文） 

1） Tokuzumi M, Fujisawa T, Shu E, Kanoh H, Saigo C, Miyazaki T, Hamaguchi Y, Seishima M. Anti-SRP 
antibody-positive myopathy with universal alopecia and multiple vitiligo. Acta Derm Venereol. 2015 
Apr;95(4):497-498. CS 1.59 

2） Morikawa A, Takeuchi T, Kito Y, Saigo C, Sakuratani T, Futamura M, Yoshida K. Expression of 
beclin-1 in the microenvironment of invasive ductal carcinoma of the breast: correlation with prognosis 
and the cancer-stromal interaction. PLoS One. 2015 May 8;10(5):e0125762 CS 3.11 

3） Shu E, Kanoh H, Kito Y, Seishima M. A Case of Felty's Syndrome Associated with Skin Ulcers and 
Extranodal NK/T-cell Lymphoma. Acta Derm Venereol. 2015 Jul;95(6):754-755.  CS 1.59 

4） Nakamura N, Hara T, Shibata Y, Matsumoto T, Nakamura H, Ninomiya S, Kito Y, Kitagawa J, 
Kanemura N, Goto N, Shiraki M, Miyazaki T, Takeuchi T, Shimizu M, Tsurumi H. Sarcopenia is an 
independent prognostic factor in male patients with diffuse large B-cell lymphoma. Ann Hematol. 
2015 Dec;94(12):2043-2053.  CS 1.93 

5） Maeda K, Saigo C, Kito Y, Sakuratani T, Yoshida K, Takeuchi T. Expression of TMEM207 in Colorectal 
Cancer: Relation between TMEM207 and Intelectin-1. J Cancer. 2016 Jan 1;7(2):207-213. CS 3.21 

6） Otsuka H, Ozeki M, Kanda K, Hori T, Kawamoto N, Saigo C, Kato H, Makita H, Shibata T, Fukao T. 
Complete bone regeneration in hemophilic pseudotumor of the mandible. Pediatr Int. 2016 
May;58(5):406-408. CS 0.88 

7） Saigo C, Kito Y, Takeuchi T.Immunoreactivity of a Monoclonal Antibody to SS18-SSX Fusion Gene 
Product in Formalin-fixed Paraffin-embedded Synovial Sarcoma Tissue Section. Appl 
Immunohistochem Mol Morphol. 2016 Jun 29;26(3):206-211. CS 1.36 

8） Takao C, Morikawa A, Ohkubo H, Kito Y, Saigo C, Sakuratani T, Futamura M, Takeuchi T, Yoshida K. 
Downregulation of ARID1A, a component of the SWI/SNF chromatin remodeling complex, in breast 
cancer. J Cancer. 2017 Jan 1;8(1):1-8. CS 3.21 

9） Shibata Y, Hara T, Kasahara S, Yamada T, Sawada M, Mabuchi R, Matsumoto T, Nakamura N, 
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Nakamura H, Ninomiya S, Kitagawa J, Kanemura N, Kito Y, Goto N, Miyazaki T, Takami T, Takeuchi 
T, Shimizu M, Tsurumi H. CHOP or THP-COP regimens in the treatment of newly diagnosed 
peripheral T-cell lymphoma, not otherwise specified: a comparison of doxorubicin and pirarubicin. 
Hematol Oncol. 2017 Jun;35(2):163-171 CS 1.29 

10） Kawashima K, Watanabe N, Tawada S, Adachi T, Yamada M, Kitoh Y, Takeuchi T, Tanaka T. 
Intrahepatic Biliary Metastasis of Colonic Adenocarcinoma: A Case Report With 
Immunohistochemical Analysis. World J Oncol. 2017 Jun;8(3):86-91.  

11） Kito Y, Saigo C, Takeuchi T. Novel Transgenic Mouse Model of Polycystic Kidney Disease. Am J Pathol. 
2017 Sep;187(9):1916-1922. CS 4.10 

12） Matsumoto T, Hara T, Shibata Y, Nakamura N, Nakamura H, Ninomiya S, Kitagawa J, Kanemura N, 
Goto N, Kito Y, Kasahara S, Yamada T, Sawada M, Miyazaki T, Takami T, Takeuchi T, Moriwaki H, 
Tsurumi H.A salvage chemotherapy of R-P-IMVP16/CBDCA consisting of rituximab, 
methylprednisolone, ifosfamide, methotrexate, etoposide, and carboplatin for patients with diffuse 
large B cell lymphoma who had previously received R-CHOP therapy as first-line chemotherapy. 
Hematol Oncol. 2017 Sep;35(3):288-295. CS 1.29 

13） Kawashima K, Saigo C, Hanamatsu Y, Niwa A, Kito Y, Kawaura R, Kuze B, Takeuchi T. Expression of 
transcription factor ZEB1 in sarcomatoid salivary duct carcinoma of the parotid gland. Int J Clin Exp 
Pathol  2017;10(5):5779-5783. CS 1.58 

14） Bunai K, Okubo H, Hano K, Inoue K, Kito Y, Saigo C, Shibata T, Takeuchi T. TMEM207 hinders the 
tumour suppressor function of WWOX in oral squamous cell carcinoma. J Cell Mol Med. 2017 Nov 22. CS 5.10 

15） Kawashima M, Usui T, Okada H, Mori I, Yamauchi M, Ikeda T, Kajita K, Kito Y, Miyazaki T, Fujioka K, 
Ishizuka T, Morita H. TAFRO syndrome: 2 cases and review of the literature. Mod Rheumatol. 2017 
Nov;27(6):1093-1097 CS 1.54 

16） Shibata Y, Hara T, Matsumoto T, Nakamura N, Nakamura H, Ninomiya S, Kitagawa J, Goto N, 
Nannya Y, Ito H, Kito Y, Miyazaki T, Takeuchi T, Saito K, Seishima M, Takami T, Moriwaki H, 
Shimizu M, Tsurumi H. Serum concentrations of l-kynurenine predict clinical outcomes of patients 
with peripheral T-cell lymphoma, not otherwise specified. Hematol Oncol. 2017 Dec;35(4):637-644. CS 1.29 

 

4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：竹内 保；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：ARID1A 遺伝子変異がもたらす悪性

リンパ腫進行メカニズムの解明；平成 27－29 年度；3,380 千円(1,300：1,040：1,040 千円) 
2） 研究代表者：齊郷智恵美；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：滑膜肉腫 SYT-SSX 融合遺伝子産

物検出法の確立；平成 27－28 年度；1,170 千円(520：650 千円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
 なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
竹内 保： 
1） 日本病理学会評議員(～現在)  
 
鬼頭勇輔： 
1） 日本病理学会評議員(～現在)  
 
齊郷智恵美： 
1） 日本病理学会評議員(～現在)  
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2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
竹内 保： 
1） 第 105 回日本病理学会総会(平成 28 年 5 月, 仙台, 研究講演会 7「病理から発信する次世代診断学へ

の新しい局面」座長) 
 
齊郷智恵美： 
1） 第 105 回日本病理学会総会(平成 28 年 5 月, 仙台, 研究講演会 7「病理から発信する次世代診断学へ

の新しい局面」 招待シンポジスト) 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
なし 

10．報告書 
1） 竹内 保：クロマチン再構成因子 ARID1A 変異がもたらす腫瘍発生の検討：学術研究助成基金助成

金基盤研究(C)研究成果報告書：(平成 27 年 5 月) 
2） 竹内 保：クロマチン再構成因子 ARID1A 変異がもたらす腫瘍発生の検討：学術研究助成基金助成

金基盤研究(C)研究成果報告書：(平成 28 年 5 月) 
3） 齊郷智恵美：滑膜肉腫 SYT-SSX 融合遺伝子産物検出法の確立：学術研究助成基金助成金若手研究(B)

研究成果報告書：(平成 28 年 5 月) 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 
概ね計画に達している。 

 
現状の問題点及びその対応策 
分子標的薬剤汎用に対する、ハード、ソフト面での充実が必要、順次、整備していく。 

 
今後の展望 
分子病理、形態機能診断の融合が展望される。 
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（3）腫瘍外科学分野 

1．研究の概要 
岐阜大学腫瘍外科分野は, 食道・胃・十二指腸・小腸・大腸・肝臓・胆嚢・膵臓の消化器領域と乳癌を

中心とした乳腺全般の外科手術療法や化学療法を含めた集学的治療を行うがん治療の臨床と研究を行う

分野である。 
臨床では, 胸腔鏡や腹腔鏡を用いた低侵襲性手術を積極的に行い, 岐阜地域における普及と教育に努め

ている。また, 日本内視鏡外科学会技術認定医の輩出をも目的としており, 当教室と連携病院を合わせて

8 人の内視鏡外科技術認定医を擁している。2018 年 4 月から新たに保険適応となるロボット手術におい

ても, 岐阜大学と４つの連携病院で積極的に導入していくことを予定している。一方, 近年の切除不能消

化器癌・乳癌に対する薬物療法の発展は目覚ましく, 新規抗癌剤, 分子標的治療薬, 免疫チェックポイン

ト阻害薬の併用療法により生存期間の延長がはかられ, さらに根治を目指す手術介入が可能となってき

ている。すなわち, 予後不良である切除不能進行癌に対して, 抗癌剤治療の奏効後に肉眼的遺残なく根治

切除術目指した Conversion Surgery を積極的に行うことで, 治療成績を向上させることである。また, 医
師, 薬剤師, 看護師, その他のメディカルスタッフの緊密な連携でチーム医療を取り入れ, 外来化学療法

の充実をはかり, 数多くのグローバルあるいは全国規模の臨床試験・治験を行うと同時に, 近隣病院と連

携した当科主導の臨床試験を行う事で新たな治療の開発を行っている。 
研究では, 消化器癌や乳癌の発生に関わる遺伝子や癌抑制遺伝子の変異や転移機構の解析, 標的治療とな

る遺伝子変異の解析や薬剤耐性のメカニズムの解析など基礎研究も積極的・活動的に行い, 岐阜大学や他

施設の基礎医学教室に人材を派遣し交流を図っている。 

2．名簿 
教授： 
客員准教授：

准教授： 
講師： 
客員准教授：

講師： 
講師： 
客員助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

吉田和弘 
二村学 
山口和也 
髙橋孝夫 
松橋延壽 
田中善宏 
今井寿 
森光華澄 
松井聡 
棚橋利行 
森龍太郎 
前田健一 
今井健晴 
田島ジェシー雄 
浅野好美 
田尻下敏弘 
館正仁 
徳丸剛久 
岩田至紀 
鷹尾千佳 
末次智成 
水谷千佳 
多和田翔 
村瀬佑介 
坂野慎哉 
北澤舞 

Kazuhiro Yoshida 
Manabu Futamura 
Kazuya Yamaguchi 
Takao Takahashi 
Nobuhisa Matsuhashi 
Yoshihiro Tanaka 
Hisahi Imai 
Kasumi Morimitsu 
Satoshi Matsui 
Toshiyuki Tanahashi 
Ryutaro Mori 
Kenichi Maeda 
Takeharu Imai 
Jesse Yu Tajima 
Yoshimi Asano 
Toshihiro Tajirika 
Masahito Tachi 
Yoshihisa Tokumaru 
Yoshinori Iwata 
Chika Takao 
Tomonari Suetsugu 
Chika Mizutani 
Kakeru Tawada 
Yusuke Murase 
Sinya Banno 
Mai Kitazawa 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 松橋延壽, 吉田和弘. 6. 消化管間質腫瘍(GIST)：菅野健太郎, 上西紀夫, 小池和彦編. 消化器疾患最新の治

療 2015－2016, 東京：南江堂；2015 年：287－290. 
2） 松橋延壽, 吉田和弘. 差分解説 外科：消化管 直腸癌における究極的肛門温存術：週刊日本医事新報 
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No.4760, 東京：日本医事新報社；2015 年：55. 
3） 田中善宏, 吉田和弘. 差分解説 外科：消化管 進行食道癌への challenge：3 剤併用化学療法+手術で究極の

がん征圧をめざして：週刊日本医事新報 No.4763, 東京：日本医事新報社；2015 年：51. 
4） 松橋延壽, 吉田和弘. 差分解説 外科：消化管 ここまできた大腸癌化学療法：週刊日本医事新報 No.4775, 

東京：日本医事新報社；2015 年：56. 
5） 奥村直樹, 吉田和弘. 差分解析 外科：消化管 胃癌における conversion therapy の課題：週刊日本医事新

報 No.4769, 東京：日本医事新報社；2015 年：56. 
6） 棚橋利行, 吉田和弘. 差分解析 外科：消化管 胃癌術後補助化学療法の今後：週刊日本医事新報 No.4766, 

東京：日本医事新報社；2015 年：49. 
7） 山口和也, 吉田和弘. Conversion therapy の意義と conversion による治癒切除後の治療：考える胃癌化学
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名:Diffusion-Weighted Magnetic REsonance Imaging Assessment of Liver Metastasis(DREAM)
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900 千円 
7） 吉田和弘：RAS 遺伝子(KRAS/NRAS 遺伝子)野生型で化学療法未治療の切除不能進行再発大腸癌患

者に対する mFOLFOX6 + ベバシズマブ併用療法と mFOLFOX6 + パニツムマブ併用療法の有効

性及び安全性を比較する第 III 相無作為化比較試験(PARADIGM study)；平成 28－32 年度；842 千
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3）共同研究 
なし 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
吉田和弘：  
1） 日本外科学会代議員(平成 26 年 2 月～現在) 
2） 日本外科学会臨床研究推進委員(～現在) 
3） 日本外科学会利益相反委員(～現在) 
4） 日本外科学会学術委員(平成 24 年 5 月～現在) 
5） 日本外科学会国際委員会委員(平成 25 年 5 月～現在) 
6） 日本外科学会・医療安全管理委員 地域医療安全管理委員(～現在) 
7） 日本外科学会専門医認定委員会試験委員(～現在) 
8） 日本外科学会指定施設指定・指導医選定委員(平成 26 年 5 月～現在) 
9） 日本外科学会試験問題検討小委員(上部消化管分野)(平成 27 年 7 月～現在) 

10） 日本外科学会倫理委員(平成 28 年 5 月～現在) 
11） 日本癌学会評議員(～現在) 
12） 日本胃癌学会理事(平成 26 年 3 月～現在） 
13） 日本胃癌学会代議員(平成 25 年 12 月～現在) 
14） 日本胃癌学会研究推進委員長(平成 26 年 4 月～平成 28 年 4 月) 
15） 日本胃癌学会将来構想委員会(平成 26 年 4 月～平成 28 年 4 月) 
16） 日本癌治療学会代議員(平成 25 年 8 月～現在) 
17） 日本癌治療学会理事(平成 25 年 10 月～現在) 
18） 日本癌治療学会国際委員会委員長(平成 25 年 12 月～現在) 
19） 日本癌治療学会臨床研究委員会副委員長(平成 28 年 2 月～現在) 
20） 日本癌治療学会学術集会運営委員(平成 29 年 12 月～現在) 
21） 日本癌治療学会プログラム委員(平成 29 年 12 月～現在) 
22） 日本外科系連合学会評議員(～現在) 
23） 日本外科系連合学会国際・渉外科委員会委員(平成 27 年 7 月～現在) 
24） 日本消化管学会代議員(平成 26 年～現在) 
25） 日本消化管学会総務委員(平成 29 年～現在) 
26） 日本消化器癌発生学会代議員(～現在) 
27） 日本消化器癌発生学会理事(～現在) 
28） 日本消化器癌発生学会倫理問題検討委員(～現在) 
29） 日本消化器外科学会評議委員(～現在) 
30） 日本消化器外科学会評議員選出委員会委員(平成 24 年 9 月～現在) 
31） 日本消化器外科学会教育委員会委員(平成 24 年 9 月～現在) 
32） 日本消化器外科学会専門医制度委員会委員(平成 26 年 9 月～現在) 
33） 日本消化器外科学会将来構想委員会委員(平成 26 年 9 月～現在) 
34） 日本消化器外科学会倫理委員会委員長(平成 26 年 9 月～現在) 
35） 日本消化器外科学会データベース委員会委員(平成 26 年 9 月～現在) 
36） 日本消化器外科学会規約委員会委員長(平成 27 年 9 月～平成 28 年 8 月) 
37） 日本消化器外科学会日本消化器関連学会機構社員(平成 27 年 12 月～現在) 
38） 日本消化器外科学会 National Clinical Database 倫理委員(平成 26 年 9 月～現在) 
39） 日本消化器外科学会理事(平成 26 年 7 月～現在) 
40） 日本消化器外科学会国際委員会委員長 (平成 28 年 9 月～現在) 
41） 日本消化器外科学会学術集会運営委員会第 15 回大会会長(平成 28 年 9 月～) 
42） 日本消化器関連学会機構理事(～現在) 
43） 日本消化器関連学会機構総務企画委員会委員(平成 28 年 2 月～平成 29 年 2 月) 
44） 日本消化器関連学会機構 JDDW2017 運営委員(平成 28 年 3 月～平成 29 年 10 月) 
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45） 日本消化器関連学会機構将来構想委員(平成 28 年 8 月～平成 29 年 2 月) 
46） 日本消化器関連学会機構国際委員会委員長(平成 28 年 8 月～平成 29 年 2 月) 
47） 日本消化器病学会評議員(平成 25 年 1 月～現在) 
48） 日本消化器病学会専門医制度審議会東海地区委員会(平成 24 年～現在) 
49） 日本食道学会評議員(～現在) 
50） 日本内視鏡外科学会評議員(～現在) 
51） 日本内視鏡外科学会技術審査委員会委員(平成 25 年 10 月～現在) 
52） 日本バイオセラピィ学会評議員(～現在) 
53） 日本バイオセラピィ学会定款検討委員会委員(平成 24 年 1 月～現在) 
54） 日本肥満症治療学会理事(～現在) 
55） 日本臨床外科学会評議員(～現在) 
56） 日本臨床外科学会学術委員会委員(～現在) 
57） 東海外科学会評議員(～現在) 
58） 一般社団法人日本消化器関連学会機構APDW2016組織委員会Scientific Committee委員会(平成 27

年 1 月～平成 29 年 2 月) 
 
山口和也： 
1） 日本胃癌学会評議員(～現在) 
2） 日本内視鏡外科学会評議員(～現在) 
3） 日本胃癌学会総務委員(～現在) 
4） 日本外科学会試験問題検討小委員(上部消化管分野)(平成 27 年 7 月～現在) 
 
高橋孝夫：  
1） 日本消化器外科学会評議員(～現在) 
2） 日本癌治療学会評議員(～現在) 
3） 日本大腸肛門病学会評議員(～現在) 
4） 日本臨床外科学会評議員(～現在) 
5） 日本外科系連合学会評議員(～現在) 
6） 日本消化器癌発生学会評議員(～現在) 
7） 日本消化管学会代議員(～現在) 
8） 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会評議員(～現在) 
9） 東海外科学会評議員(～現在) 
 
松橋延壽： 
1） 日本外科系連合学会評議員(平成 25 年 6 月～現在) 
2） 日本臨床外科学会評議員(平成 26 年 1 月～現在) 
3） 日本消化器癌発生学会評議員(平成 25 年 9 月～現在) 
4） 日本内視鏡外科学会評議員(平成 26 年 10 月～現在) 
 
田中善宏： 
1） 日本食道学会評議員(平成 27 年 4 月～現在) 
 
今井 寿： 
1） 日本肝胆膵外科学会評議員(平成 23 年 6 月～現在) 

2）学会開催 
吉田和弘： 
1） 第 15 回日本消化器外科学会大会(平成 29 年 10 月, 福岡) 

3）学術雑誌 
吉田和弘： 
1） 胃がん perspective；編集主幹(～現在) 
2） 日本外科学会英文誌；編集委員(～現在) 
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3） 日本外科系連合学会；編集委員会委員(～現在) 
4） 日本消化器外科学会会誌；編集委員会員(平成 23 年～平成 29 年 8 月) 
5） 日本胃癌学会会誌；編集委員(平成 26 年 4 月～現在) 
6） 日本癌治療学会；編集委員(平成 28 年 2 月～現在) 
7） 日本癌治療学会；IJCO 編集部会 Associate Editor(平成 28 年 2 月～現在) 
8） Gastric Cancer；Editorial Board Member(～現在) 
9） Surgery Today；Editorial Board Member(～現在) 

10） International Journal of Clinical Oncology；Editorial Board Member(～現在) 
11） International Journal of Surgical Oncology；Editorial Board Member(～現在) 
12） World Journal of Clinical Oncology；Editorial Board Member(～現在) 
13） Annals of Gastroenterological Surgery；Editorial Board Member (～現在) 
14） Journal of Gastrointestinal Surgery；Editorial Board Member (～現在) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
吉田和弘： 
1） 10th Japan-China-Korea Laparoscopic Gastrectomy Joint Seminar(平成 27 年 2 月, Beppu, Japan, 

「Session II: Advanced techniques of lymph node dissection 1.」Chairperson)  
2） 第 87 回日本胃癌学会総会(平成 27 年 3 月, 広島, International Session 5「Operative Management.」

Chair) 
3） 第 87 回日本胃癌学会総会(平成 27 年 3 月, 広島, ランチョンセミナー13「日本発創薬イリノテカン

の胃癌治療における clinical position.」司会) 
4） 第 87回日本胃癌学会総会(平成 27年 3月, 広島, パネルディスカッション 5「conversion therapy の

現状と将来展望 ～定義、適応と手術の時期～.」司会) 
5） 第 87 回日本胃癌学会総会(平成 27 年 3 月, 広島, Plenary Session 2「Up date of phase III 

randomized clinical trial of adjuvant paclitaxel followed by oral fluorinated pyrimidines for 
locally advanced gastric cancer -SAMIT Study-.」演者) 

6） 第87回日本胃癌学会総会(平成27年3月, 広島, ランチョンセミナー7「胃癌周術期化学療法の現状.」
演者) 

7） 第 48 回制癌剤適応研究会(平成 27 年 3 月, 浜松, ランチョンセミナー1「外科教室における臨床・研

究の推進～個別化医療を拓く消化器癌研究の最前線～.」司会) 
8） 第 115 回日本外科学会定期学術集会(平成 27 年 4 月, 名古屋, パネルディスカッション(17)「胃癌の

周術期化学療法.」司会) 
9） 132. DGCH Kongress Deutsche Gesellschaft für Chirurgie(第 132 回ドイツ外科学会)(平成 27 年 4

月, Munchen, Germany, 「Extent of lymphadenectomy.」演者) 
10） 11th International Gastric Cancer Congress(平成 27 年 6 月, Sao Paulo, Brazil, Symposium 

「Liver metastasectomy for gastric cancer. Is it time already?」シンポジスト) 
11） 11th International Gastric Cancer Congress(平成 27 年 6 月 , Sao Paulo, Brazil, Satelite 

Symposium 「Adjuvant chemotherapy for locally advanced gastric cancer in Clinical Practice.」 
シンポジスト) 

12） International Association of surgeons, Gastroenterologists and Oncologists Continuing Medical 
Education: Advanced Post-Graduate Course in Tokyo 2015(平成 27 年 6 月, Tokyo, Japan, 「Oral 
Presentation 2: GI」司会) 

13） The 41st Annual Meeting of Korean Cancer Association with International Cancer 
Conference(平成 27 年 6 月, Seoul, Korea, Symposium 1「Gastric cancer」Chair) 

14） 日本消化器病学会東海支部第 122 回例会第 33 回教育講演会(平成 27 年 6 月, 津, 教育講演(4)「胃癌

治療ガイドライン第４版について.」司会) 
15） 日本外科代謝栄養学会第 52 回学術集会(平成 27 年 7 月, 東京, ランチョンセミナー3 司会) 
16） 第 70 回日本消化器外科学会総会(平成 27 年 7 月, 浜松, シンポジウム 8「Bench to Bedside, Bedside 

to Bench -Application of Basic Research to Clinical Settings-(基礎研究から臨床への応用).」司会) 
17） 第 70 回日本消化器外科学会総会(平成 27 年 7 月, 浜松, ランチョンセミナー31「胃上部がんに対す

る腹腔鏡下手術の UP-TO-DATE.」司会) 
18） 25th IASGO World Congress of the International Association of Surgeons, Gastroenterologists, 

and Oncologists(平成 27 年 9 月, Fuzhou, China, 「Session 1「Upper gastrointestinal neoplasms」
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Moderator) 
19） 25th IASGO World Congress of the International Association of Surgeons, Gastroenterologists, 

and Oncologists(平成 27 年 9 月, Fuzhou, China, Lecture 「The role of conversion therapy for 
stage IV gastric cancer.」演者) 

20） 25th IASGO World Congress of the International Association of Surgeons, Gastroenterologists, 
and Oncologists(平成 27 年 9 月 , Fuzhou, China, Video 「Complete laparoscopic distal 
gastrectomy with D2 lymphadenectomy -its standardization and pitfall-.」 演者) 

21） 第 74 回日本癌学会学術総会(平成 27 年 10 月, 名古屋, モーニングレクチャー22 「エストロゲン受

容体陽性乳がんの発生と進展.」 座長) 
22） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, 学術セミナー17「手術不能進行胃癌の薬

物療法～サイラムザの承認を迎えて～.」 司会) 
23） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, 教育シンポジウム 5「医工連携と癌治療.」 

司会) 
24） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, Keynote Lecture8 「The Role of FACO in 

the Collaboration of Asian International Clinical Trial -Protocol for Asian Collaborative Study 
for Gastric Cancer-.」 演者) 

25） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, FACO Symposium1「New category 
classification and conversion therapy for stag IV gastric cancer.」 シンポジスト) 

26） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, スポンサードシンポジウム 03 「特別発

言：癌サポーティブケアの最前線 -積極的栄養管理は癌治療に何をもたらすか-.」 シンポジスト) 
27） 第 45 回胃外科・術後障害研究会(平成 27 年 11 月, 名古屋, ランチョンセミナー２「切除不能進行・

再発胃癌化学療法における最近の話題.」座長) 
28） 第 70 回日本大腸肛門病学会学術集会(平成 27 年 11 月, 名古屋, ランチョンセミナー16「進行・再発

大腸癌に対する集学的治療戦略.」座長) 
29） 第 26 回日本消化器癌発生学会総会(平成 27 年 11 月, 米子, ランチョンセミナー２「がん治療を激変

させる免疫療法--抗 PD-1 抗体見参--.」司会) 
30） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月, 福岡, パネルディスカッション 15「再発癌の治療

方針(食道、胃)」司会) 
31） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月, 福岡, 総会特別企画 03「若手外科医増加を目指し

て１. 若手消化器外科医が求めるもの.」演者) 
32） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月, 福岡, 総会特別企画 10「外科医のための教育セッ

ション 15.外科医に必要な胃の解剖.」演者) 
33） CLASS International Conference 2015 (CLASSIC 2015)(平成 27 年 12 月, Guangzhou, China, 

「Power Forum -Ongoing RCTs.」Expert Moderator) 
34） 第 88 回日本胃癌学会総会(平成 28 年 3 月, 別府, ランチョンセミナー10「食道胃接合部癌における

郭清と再建.」演者) 
35） 第 88 回日本胃癌学会総会(平成 28 年 3 月, 別府, シンポジウム３「International clinical trial of 

conversion therapy for stage IV gastric cancer.」演者) 
36） 12th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society(平成 28 年 4 月, New Delhi, 

India, Panel discussion「Multidisciplinary management of oesophageal cancer.」発表) 
37） 12th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society(平成 28 年 4 月, New Delhi, 

India, Master Video Presentation「VATS esophagectomy and lymph node dissection.」発表) 
38） 12th International Conference of the Asian Clinical Oncology Society(平成 28 年 4 月, New Delhi, 

India, Master Video Presentation「D2 Gastrectomy」発表) 
39） 第 116 回日本外科学会定期学術集会(平成 28 年 4 月, 大阪, ランチョンセミナー29「私が実践する腹

腔鏡下胃切除と最新胃癌化学療法.」司会) 
40） 第 116 回日本外科学会定期学術集会(平成 28 年 4 月, 大阪, パネルディスカッション 15「進行胃癌

に対する集学的治療の現状と展望.」司会) 
41） 第 59 回岐阜県内科医会(平成 28 年 4 月, 岐阜, ランチョンセミナー「上部消化器癌治療の現状と展

望 ―Multidisciplinary treatment―.」演者) 
42） KINGCA week 2016 & 6th APGCC(平成 28 年 4 月, Seoul, Korea, Symposium 4「Conversion 

Therapy on Stage IV Gastric Cancer.」演者) 
43） The 42nd Annual Meeting of Korean Cancer Association with International Cancer 
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Conference(平成 28 年 6 月, Seoul, Korea, Symposium 19「Oncology leadership in Asia.」 発表) 
44） Singapore Gastric Cancer Consortium 9th Annual Scientific Meeting (National University 

Hospital of Singapore)(平成 28 年 7 月, Singapore, 「Session II: The Role of miRNA in Gastric 
Cancer」演者) 

45） 第 71 回日本消化器外科学会総会(平成 28 年 7 月, 徳島, ワークショップ 5「消化器外科領域におけ

る最新のトランスレーショナルリサーチ.」司会) 
46） 第 71 回日本消化器外科学会総会(平成 28 年 7 月, 徳島, 特別企画５「消化器外科における男女参画

プログラム.」司会) 
47） 第 71 回日本消化器外科学会総会(平成 28 年 7 月, 徳島, ランチョンセミナー15「胃癌治療における

術後補助化学療法の役割.」司会) 
48） IASGO Continuing Medical Education: Advanced Post-Graduate Course in Sendai 2016(平成 28

年 8 月, 仙台, 「Research Session」座長) 
49） IASGO 2016 (26th World Congress of IASGO)(平成 28 年 9 月, Seoul, Korea, 「Conversion 

Surgery: Proper Extent of Lymph Node Dissection in Conversion Surgery.」演者) 
50） 第 27 回日本消化器癌発生学会総会(平成 28 年 9 月, 鹿児島, シンポジウム 5「消化器癌の免疫－基

礎から臨床へ－.」司会) 
51） 2016 Annual Meeting of Chinese Society of Clinical Oncology (CSCO)(平成 28 年 9 月, Xiamen, 

China, 「Opening Remarks」Co-Chair) 
52） 2016 Annual Meeting of Chinese Society of Clinical Oncology (CSCO)(平成 28 年 9 月, Xiamen, 

China, 「Subject 4:Gastric Cancer」Moderator) 
53） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, 学術セミナー04「胃癌補助化学療法の新

たなる展開.」司会) 
54） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, 「ASCO/JSCO Fellowship Program 2016 

Fellow Reports.」Chair) 
55） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, 「UICC-Japan/JSCO-Joint International 

Symposium on Global Cancer Control.」Chair) 
56） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, FACO/JSCO Joint Symposium「 FACO 

first clinical trial - Update of international retrospective cohort study of conversion therapy for 
Stage IV gastric cancer (CONVO-GC)-1.」) 

57） JDDW2016 第 24 回日本消化器関連学会週間(平成 28 年 11 月, 神戸, シンポジウム 2「腹腔鏡下胃

切除術」司会) 
58） APDW 2016(平成 28 年 11 月, 神戸, 「Luncheon Seminar 13」座長) 
59） APDW2016 (Asian Pacific Digestive Week)(平成 28 年 11 月, Kobe, Japan, Symposia「Surgical 

treatment of Gastric Cancer in Japan」演者) 
60） 38th KLASS Workshop Seoul International Gastri Cancer Forum 2016(平成 28 年 12 月, Seoul, 

Korea, 「Lower mediastinal LN dissection of GEJ carcinoma on prone position.」演者) 
61） 第 89 回日本胃癌学会総会(平成 29 年 3 月, 広島, Workshop 3「Search for biomarkers of Stage Ⅱ/

Ⅲ gastric cancer with the goal of personalized therapy.」共著) 
62） 第 89 回日本胃癌学会総会(平成 29 年 3 月, 広島, Educational Lecture 1「Immune checkpoint 

inhibitor for gastric cancer.」Chair) 
63） 第 89 回日本胃癌学会総会(平成 29 年 3 月, 広島, Workshop 2「Laparoscopic surgery」Chair) 
64） KSELS 2017 The 40th Annual Meeting of the Korean Society of Endoscopic and Laparoscopic 

Surgeons(平成 29 年 4 月, Busan, Korea, Plenary Symposium for Accreditation of laparoscopic 
surgeon「Japanese Experience of Qualification of a Laparoscopic Surgeon.」演者) 

65） KSELS 2017 The 40th Annual Meeting of the Korean Society of Endoscopic and Laparoscopic 
Surgeons(平成 29 年 4 月, Busan, Korea, Symposium 2「How can gastric cancer surgery be 
standardized?」演者) 

66） 12th INTERNATIONAL GASTRIC CANCER CONGRESS(IGCC)(平成 29年 4 月, Beijing, China, 
Luncheon Seminar 6「The Classification of Stage Ⅳ Gastric Cancer, Japanese Approach.」演者) 

67） 12th INTERNATIONAL GASTRIC CANCER CONGRESS(IGCC)(平成 29年 4 月, Beijing, China, 
Symposium 19「Diffuse Gastric Cancer.」Moderator) 

68） 12th INTERNATIONAL GASTRIC CANCER CONGRESS(IGCC)(平成 29 年 4 月 Beijing, China, 
Symposium 19「Surgical Approach of Diffuse Gastric Cancer - Japanese Experience.」演者) 
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69） 第 117 回日本外科学会定期学術集会(平成 29 年 4 月, 横浜, ランチョンセミナー(3)「胃癌治療の新

たな幕開け.」演者) 
70） 第 117 回日本外科学会定期学術集会(平成 29 年 4 月, 横浜, セッション 考える外科学(5)「H.pylori 

陰性時代の胃癌の動向と治療を考える.」司会) 
71） 第 38 回癌免疫外科研究会(平成 29 年 5 月, 倉敷, 教育講演 モーニングセミナー「患者さんを見据え

た全人的膵癌治療：低酸素環境と Hedgehog signal.」司会) 
72） 第 54 回九州外科学会(平成 29 年 5 月, 熊本, ランチョンセミナー5「上部消化器がん治療の新戦略.」 

演者) 
73） 24th Asia Pacific Cancer Conference(2017.06, Seoul, Korea, 「FACO International Collaboration 

Study -Present and Future-; Milestone of FACO and update of international retrospective cohort 
study of conversion therapy for stage IV gastric cancer (CONVO-GI)-1.」演者) 

74） 24th Asia Pacific Cancer Conference(2017.06, Seoul, Korea, 「Joint Symposium with Asian 
Clinical Oncology Society (ACOS)」Chair) 

75） 第 42 回日本外科系連合学会学術集会(平成 29 年 6 月, 徳島, ワークショップ 4「多施設共同研究を

進めるためのチームネットワーク.」座長) 
76） 第 72 回日本消化器外科学会総会(平成 29 年 7 月, 金沢, 特別企画１「本邦における胃癌に対する腹

腔鏡下手術成績に関する後ろ向き調査研究.」演者) 
77） 第 72 回日本消化器外科学会総会(平成 29 年 7 月, 金沢, ランチョンセミナー5「消化器癌治療の新た

な展開.」演者) 
78） 第 72 回日本消化器外科学会総会(平成 29 年 7 月, 金沢, パネルディスカッション 1「再発食道癌に

対する放射線治療とサルベージ郭清術.」共著) 
79） 第 72 回日本消化器外科学会総会(平成 29 年 7 月, 金沢, パネルディスカッション 2「進行胃癌に対

する腹腔鏡下幽門側胃切除術の短期成績-多施設共同ランダム化比較試験(JLSSGO901)-.」共著) 
80） 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会(平成 29 年 7 月, 神戸, International Symposium 10「How can 

we manage the international gap in development of chemotherapy for gastric cancer?」Chair) 
81） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, 会長講演「先知先哲に学ぶ技

術の継承と発展.」演者) 
82） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, 会長講演「先知先哲に学ぶ技

術の継承と発展.」演者) 
83） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, ワークショップ 24「胃癌に

おけるゲノム解析の現状と将来展望.」共著) 
84） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, 特別企画 3「ASCO/ESMO/JSCO Joint 

Symposium-Cancer Control in Accordance with the Lifestyle-.」司会) 
85） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, 市民公開講座「それぞれの癌」と共に、「そ

れぞれの生」を生きる】第 1 部 それぞれの癌を支える：がん治療総論.演者) 
86） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, 市民公開講座 「それぞれの癌」と共に、

「それぞれの生」を生きる】第 1 部 それぞれの癌を支える：ミニ討論, 演者) 
87） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, 国際シンポジウム 「FACO/JSCO Joint 

Symposium - FACO Clinical Trialsand Future Challenges in Development of Precision Medicine. 
Stage Ⅳ胃癌における、FACO での最初の臨床試験、CONVO-GC1.」演者) 

88） 第 55 回日本癌治療学会学術集会 ( 平成 29 年 10 月 , 横浜 , International Session 7
「 EORTC1527/JCOG1609INT, Diffusion-Weighted Magnetic Resonance Imaging (DW-MRI) 
Assessment of Liver Metastasis to Improve Surgical Planning (DREAM).」共著) 

89） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, International Session 7「切除不能大腸癌

に対する Panitumumab 併用一次治療における ETS・DoR: PaFF-J 試験.」共著) 
90） The second International Precision Medicine Conference (2017.11, Tianjin, China, Clinical 

application of genomic sequencing toward precision medicine in gastric cancer. 演者) 
91） 第 47 回胃外科・術後障害研究会(平成 29 年 11 月, 横浜, ワークショップ 2-2「胃内視鏡外科手術に

おける私の工夫(Video).」司会) 
92） 2ND INDIAN CANCER CONGRESS 2017(2017.11, India, FARO Symposium: Surgical 

treatment of the GEJ adenocarcinoma-What is your treatment option?.」演者) 
93） 2ND INDIAN CANCER CONGRESS 2017(2017.11, India, Case Capsules in Carcinoma 6 月

Stomach; Panelist) 
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94） 2ND INDIAN CANCER CONGRESS 2017(2017.11, India, IASO Master Video Session: 
Extended 2F Oesophagectomy. 演者) 

95） 日本消化器病学会東海支部第 127 回例会(平成 29 年 11 月, 名古屋, ランチョンセミナー2, 座長) 
96） 第 28 回日本消化器癌発生学会(平成 29 年 11 月, 熊本, シンポジウム 4「消化器癌における腫瘍免疫

と治療への応用」．司会) 
97） 第 28 回日本消化器癌発生学会(平成 29 年 11 月, 熊本, イブニングセミナー「胃癌における周術期治

療の新戦略．」演者) 
98） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, 総会特別企画 5「Gastrointestinal Surgery 

Innovation.」司会) 
99） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, 学術セミナー24「進行・再発大腸癌 2 次化

学療法に対する治療戦略.」司会) 
100） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 12 月, 岐阜, 会長講演「がん免疫療法の温

故知新.」座長) 
101） 第 30 回日本内視鏡外科学会総会(平成 29 年 12 月, 京都, パネルディスカッション「食道胃接合部癌

に対する内視鏡外科手術.」司会) 
102） 第 30 回日本内視鏡外科学会総会(平成 29 年 12 月, 京都, Educational Lecture1「低侵襲手術とオン

コロジーの融合による胃癌治療の新世界.」司会) 
 
二村学： 
1） 第 36 回日本乳腺甲状腺超音波医学会(平成 28 年 5 月, 京都, シンポジウム 2「Vnav(PET-CT/CT 融

合超音波画像)を併用した腋窩 navigation surgery の試み.」発表) 
2） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ワークショップ 19「p53 下流遺伝子 Mieap

の乳腺腫瘍における発現とその意義について.」発表) 
3） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, ワークショップ 13「それぞれの癌：難治

性癌に対する治療戦略―乳腺―. 座長) 
4） 第 50 回制癌剤適応研究会(平成 29 年 3 月, 徳島, シンポジウム 3「ナノ粒子アルブミン結合パクリ

タキセル(アブラキサン)の抗腫瘍効果と SPARC 発現の関係 ―特に乳癌術前化学療法前向き臨床試

験における検証―.」発表) 
5） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, 国際シンポジウム「乳癌オリゴ転移症例に

おける局所療法と全身療法の意義に関する国際後向きコホート研究.」共著) 
 
山口和也： 
1） 第87回日本胃癌学会総会(平成27年3月, 広島, ビデオ２「腹腔鏡下噴門側胃切除術の再建手技２.」

座長) 
2） 第 115 回日本外科学会定期学術集会(平成 27 年 4 月, 名古屋, パネルディスカッション 17 

「Conversion surgery が行われた Stage IV 胃癌に対する術後化学療法の検討.」パネリスト) 
3） 第 88 回日本胃癌学会総会(平成 28 年 3 月, 別府, パネルディスカッション 2「Vulnerable な高齢者

に対する胃癌術後補助化学療法.」演者) 
4） 第 25 回日本癌病態治療研究会(平成 28 年 6 月, 千葉, ワークショップ 2-2「StageIV 胃癌に対する

Conversion therapy と周術期化学療法の安全性と効果」発表) 
5） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ミニシンポジウム 52「Conversion therapy

を見据えた Stage IV 胃がんのカテゴリー分類.」発表) 
6） 第 89 回日本胃癌学会総会(平成 29 年 3 月, 広島, Symposium 1「International retrospective cohort 

study of conversion therapy for stage IV gastric cancer.」発表) 
7） 第 26 回日本癌病態治療研究会(平成 29 年 6 月, 横浜, ワークショップ 1「StageIV 胃癌のカテゴリ

ー分類から導かれる Conversion surgery の位置付け.」発表) 
8） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ 18「StageIV 胃癌のカテゴ

リー分類からみた Conversion therapy の位置付け.」発表) 
9） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, シンポジウム 8「胃癌腹膜播種に対する

Conversion therapy.」発表) 
10） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, パネルディスカッション 6

「Conversion therapy の適応を考慮した StageⅣ胃癌のカテゴリー分類.」発表) 
11）第 79回日本臨床外科学会総会(平成 29年 11月, 東京, ワークショップ 18「胃癌Conversion surgery.」
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司会) 
 
高橋孝夫： 
1） 第 32 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会(平成 27 年 2 月, 東京, 教育セミナー「ス

トーマを造設した患者のスムーズな社会復帰を支援する－あなたもなれるストーマ認定し－ ３. 
ストーマ早期合併症の予防を考慮したストーマ造設法と総管理」演者) 

2） 第 33 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会(平成 28 年 2 月, 甲府, 教育セミナー「あ

なたは大丈夫？抗がん剤の曝露！適切なストーマケアを考えよう！！」司会) 
3） 第 2 回日本医薬品安全性学会学術大会(平成 28 年 7 月, 岐阜, ランチョンセミナー4「大腸癌に対す

る化学療法-特にチーム医療での副作用マネジメントについて-.」発表) 
4） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ミニシンポジウム 17「Stage II/III 肛門管

扁平上皮癌に対する化学放射線療法の治療成績.」発表) 
5） 第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会(平成 28 年 11 月, 伊勢, ランチタイムセミナー「RAS 野生型

切除不能進行再発大腸癌に対して抗 EGFR 抗体薬を遣うメリット～外科医の視点から～.」) 
6） 第 86 回大腸がん研究会(平成 28 年 1 月, 盛岡, アフタヌーンセミナー「治療目的に応じた大腸がん

治療戦略―ESMO Consensus Guideline を参考に―.」発表) 
7） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, ブレックファーストセミナー

16「術後癒着防止を意識した腹腔鏡下大腸手術の工夫.」発表) 
8） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ 16「根治切除不能再発胃癌、

大腸癌の手術.」司会) 
9） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, ワークショップ 16「根治切除不能・困難な

大腸癌における conversion surgery.」発表) 
 
松橋延壽： 
1） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月, 福岡, パネルディスカッション 29「当科における

更なる治療成績の向上を目指した閉塞性大腸癌の治療戦略.」パネリスト) 
2） 第 25 回日本癌病態治療研究会(平成 28 年 6 月, 千葉, シンポジウム 1-2「大腸癌 Precision Medicine

にむけた新たな治療戦略」発表) 
3） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ワークショップ 49「抗 EGFR 抗体薬を中

心とした大腸癌個別化医療にむけた治療戦略.」発表) 
4） 第 55 回日本癌治療学会学術集会(平成 29 年 10 月, 横浜, ワークショップ 15「FOLFOX 療法に起因

する末梢神経症状に対するプレガバリンの有効性および安全性の検討.」発表) 
 
奥村直樹： 
1） 第 87 回日本胃癌学会総会(平成 27 年 3 月, 広島, パネルディスカッション５「StageIV 胃癌におけ

る新たなカテゴリー分類～Conversion therapy 対象症例の定義～」パネリスト) 
2） 第 71 回日本消化器外科学会総会(平成 28 年 7 月, 徳島, ワークショップ 13「腹部大動脈周囲リンパ

節転移陽性胃癌に対する NAC+3D 郭清を伴う胃切除術の治療成績.」発表) 
 
田中善宏： 
1）第 30 回日本静脈経腸栄養学会学術集会(平成 27 年 2 月, 神戸, ランチョンセミナー10「がん集学的

治療の最前線～栄養管理の観点から～.」演者) 
2） 第 70 回日本消化器外科学会総会(平成 27 年 7 月, 浜松, ランチョンセミナー19「癌治療におけるサ

ポーティブケアの最前線 ―治療侵襲と栄養管理―.」演者) 
3） 第 60 回日本口腔外科学会総会・学術大会(平成 27 年 10 月, 名古屋, ランチョンセミナー4「われわ

れの目指すべき癌治療‐免疫と口腔と腸管の話‐.」演者) 
4） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, スポンサードシンポジウム 03「これまで

の口内炎への挑戦.」シンポジスト) 
5） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, 支援研究成果発表会「食道癌患者への DCF

療法時における成分栄養剤の口腔粘膜炎抑制効果の検討.」演者) 
6） 第 34 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会(平成 28 年 1 月, 横浜, アフタヌーンセミナー「がん患者

にはなぜ栄養療法が必要か.」演者) 
7） 第 70 回日本食道学会学術集会(平成 28 年 7 月, 東京, ワークショップ 4「食道癌術後縫合不全発症
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率 0.8％を達成して.」発表) 
8） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ワークショップ 71「M1Ln 食道癌の治療

成績.」発表) 
9） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ワークショップ 75「食道癌患者の体重を

減らさない工夫.」発表) 
10） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, 支援研究成果発表会「食道癌患者への DCF

療法時における成分栄養剤の口腔粘膜炎抑制効果の検討.」発表) 
11） 第 78 回日本臨床外科学会総会(平成 28 年 11 月, 東京, ランチョンセミナー07「癌患者と歩む臨床栄

養.」発表) 
12） 第 53 回日本肝臓学会総会(平成 29 年 6 月, 広島, ランチョンセミナー6「がん治療における静脈血栓

症のリスクマネジメント.」発表) 
13） 第 72 回日本消化器外科学会総会(平成 29 年 7 月, 金沢, ランチョンセミナー9「がん患者における

VTE リスクマネジメント～病態・診断～/がん患者における VTE リスクマネジメント～予防・治療

～.」発表) 
14） JDDW2017 第 25 回日本消化器関連学会週間(平成 29 年 10 月, 福岡, ブレックファーストセミナー

11「悪性腫瘍と血栓症―私共のすべきこと―.」発表) 
15） 第 42 回日本外科系連合学会学術集会(平成 29 年 6 月, 徳島, シンポジウム 2「食道癌治療を安全に

行うための工夫.」発表) 
16） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, パネルディスカッション 02「食道癌に対す

る３剤併用レジメンは有効か.」発表) 
17） 第 117 回日本外科学会定期学術集会(平成 29 年 4 月, 横浜, シンポジウム 2「進行食道癌に対する 3

剤併用レジメン投与後手術の治療成績.」発表) 
 
佐々木義之： 
1） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, ワークショップ 102「当科における P-NET

の検討―術前診断による適切な手術選択について.」演者) 
2） 第 77 回日本臨床外科学会総会(平成 27 年 11 月, 福岡, パネルディスカッション６「膵頭十二指腸切

除術後の適切な経腸栄養とは？」パネリスト) 
3） 第 71 回日本消化器外科学会総会(平成 28 年 7 月, 徳島, ワークショップ 21「Favorite management 

to postoperative cholangitis after pancreatectomy.」発表) 
 
森龍太郎： 
1） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, ワークショップ 82「5FU 耐性胃癌細胞株

に対する dUMP の耐性減弱作用.」演者) 
2） 第 24 回日本乳癌学会学術総会(平成 28 年 6 月, 東京, プレジデンシャルシンポジウム２「若い力が

拓く明日の乳がん治療.」ディスカッサント) 
3） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ミニシンポジウム 38「FdUMP の解毒に

よる５FU 耐性と deoxyuridine による耐性解除.」発表) 
 
棚橋利行： 
1） 第 87 回日本胃癌学会総会(平成 27 年 3 月, 広島, パネルディスカッション７「80 歳以上高齢者にお

ける胃癌術後補助化学療法への評価方法.」パネリスト) 
2） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, ワークショップ 37「80 歳以上高齢者にお

ける胃癌術後補助化学療法の現状.」演者) 
3） 第 28 回日本内視鏡外科学会総会(平成 27 年 12 月, 大阪, パネルディスカッション「腹腔鏡下幽門側

胃切除術(D2 リンパ節郭清)における小彎・膵上緑リンパ節郭清手技.」パネリスト) 
4） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, ワークショップ 46「当科における腹腔鏡

下胃全摘術の短期・長期成績.」発表) 
5） 第 79 回日本臨床外科学会総会(平成 29 年 11 月, 東京, パネルディスカッション 8「当科での pStage 

III 胃癌への術後補助化学療法.」発表) 
6） 第 47 回胃外科・術後障害研究会(平成 29 年 11 月, 横浜, パネルディスカッション 2-2「80 歳以上高

齢胃癌患者に対して腹腔鏡下胃切除術は有用か？」発表) 
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田島ジェシー雄： 
1） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 11 月, 岐阜, ワークショップ「消化管癌に

おける Glycoprotein non-metastatic B の EGFR との相互作用とその臨床的意義.」発表) 
 
浅野好美： 
1） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 11 月, 岐阜, ワークショップ「抗ソマトス

タチン関連細胞表面分子に対する近赤外線、光免疫療法のための基礎的研究.」発表) 
 
今井健晴： 
1） 第 78 回日本臨床外科学会総会(平成 28 年 11 月, 東京, 総会特別企画「大学医局関連病院との連携に

よる僻地・過疎地域でのモチベーションの向上の工夫.」発表) 
 
田尻下敏弘： 
1） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 12 月, 岐阜, ワークショップ「胃癌におけ

る RNA-helicase DDX による HER2, FGFR2 の発現亢進.」発表) 
 
鷹尾千佳： 
1） 第 30 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会(平成 29 年 12 月, 岐阜, ワークショップ「乳癌におけ

る ARID1A 発現異常と予後との関連性.」発表) 
 
平田伸也： 
1） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, ワークショップ 102「10 才の虫垂 NET に

対して単孔式腹腔鏡下回盲部切除を施行した 1 例.」演者) 
 
高野 仁： 
1） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月, 京都, ワークショップ 3-5「食道癌手術における

亜全胃再建法.」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 土屋 博：日本消化器病学会東海支部第 124 回例会 若手奨励賞受賞(平成 28 年 6 月, 浜松, 「度重

なる穿孔を繰り返し治療に難渋した大腸型クローン病の 1 例．」) 

9．社会活動 
吉田和弘 
1） 岐阜県医師会外科医部会顧問(～現在) 
2） 疾病・障害認定審査会(厚生労働省健康局)委員(平成 27 年 2 月～平成 29 年 2 月) 
3） 岐阜県総合医療センター岐阜県総合医療センター腹腔鏡手術システム検討委員(平成 24 年 3 月～) 
4） 特定非営利活動法人日本がん臨床試験推進機構理事(平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月) 
5） 特定非営利活動法人日本がん臨床試験推進機構臨床試験委員会委員(企画グループ 大腸癌プロトコ

ール作成グループ)(平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月) 
6） 特定非営利活動法人日本がん臨床試験推進機構臨床試験委員会委員(企画グループ 胃癌プロトコー

ル作成グループ)(平成 25 年 7 月～平成 27 年 6 月) 
7） 特定非営利活動法人 日本がん臨床試験推進機構学術委員会委員(大腸グループ)(平成25年7月～平

成 27 年 6 月) 
8） 特定非営利活動法人 日本がん臨床試験推進機構学術委員会 委員(胃グループ)(平成25年7月～平

成 27 年 6 月) 
9） 公益財団法人がん集学的治療研究財団学術・企画委員会委員(平成 25 年 4 月～平成 27 年 3 月) 

10） 公益財団法人がん集学的治療研究財団臨床試験審査委員会委員(平成 27 年 4 月～平成 29 年 3 月) 

10．報告書 
なし 
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11．報道 
1） 吉田和弘：「４期胃癌に化学療法で切除可能になった患者に手術を行い長期生存が得られるかを評価

する観察研究が開始へ」：癌 Experts ニュース(オンライン)(2015 年 3 月 12 日) 
2） 吉田和弘：「前治療なしのステージ IV 胃がんに対する "adjuvant surgery" の可能性を探る観察研

究を開始.」：MT Pro(オンライン)(2015 年 3 月 13 日) 
3） 吉田和弘：「日本発エビデンスを！胃癌治療の未来とは」：CareNet.com(オンライン)(2015 年 3 月

17 日) 
4） 吉田和弘：「なぜ今手術治療が重要なのか？進歩著しい胃癌切除術」：Qlife がん(オンライン)(2015

年 3 月 20 日) 
5） 吉田和弘：「"adjuvant surgery"の可能性を検証へ 前治療なしのステージ IV 胃がんが対象」：

Medical Tribune(オンライン)(2015 年 3 月 26 日) 
6） 吉田和弘：「"adjuvant surgery"の可能性を検証へ 前治療なしのステージ IV 胃がんが対象」：MT 

Pro(オンライン)(2015 年 3 月 26 日) 
7） 吉田和弘：「ここまでわかるできるがん治療 2015」：日刊ゲンダイ 15 面(2015 年 4 月 1 日) 
8） 吉田和弘, 松橋延壽：第二外科：岐阜大学医学部記念会館便り第 109 号(2016 年 1 月 1 日) 
9） 吉田和弘：日本の標準治療は常に先端医療です：東海医事新報(2016 年 4 月 20 日) 

10） 高橋孝夫：1st-line 治療としての FOLFOXIRI+Bev 療法により OS 延長：GI cancer net 消化器癌

治療の広場(インターネット上の記事, 2015 年) 
11） 二村学：「ユアタイム」乳がんと戦う女性の密着取材。乳腺外科受診の様子：フジテレビ報道番組 

(2016 年 10 月 13 日放送) 
12） 二村学：特集 岐阜の医療を考える：岐阜新聞(13 面, 2016 年 10 月 14 日) 
13） 二村学：「ユアタイム」(乳がんと戦う女性の密着取材続報)：フジテレビ報道番組(2016 年 11 月 8 日

取材) 
14） 田中善宏：がん患者の口腔粘膜炎を成分栄養剤で抑制：医学新聞(オンライン) Medical Tribune(2016

年 12 月 08 日) 
15） 吉田和弘：「がん治療総論」第 55 回日本癌治療学会学術集会：市民公開講座 「それぞれの癌」と共

に、「それぞれの生」を生きる(第 1 部：それぞれの癌を支える)：朝日新聞デジタル(2017 年 12 月

26 日) 
16） 吉田和弘：「ミニ討論」第 55 回日本癌治療学会学術集会：市民公開講座 「それぞれの癌」と共に、

「それぞれの生」を生きる(第 1 部：それぞれの癌を支える)：朝日新聞デジタル(2017 年 12 月 26 日) 
17） 吉田和弘：研究現場発「進化するがん治療の個別化」：中部経済新聞(3 面, 2017 年 12 月 26 日) 
18） 二村学：特集「検診で早期発見・早期受診・早期治療を」：岐阜の医療を考える：岐阜新聞(27 面, 2017

年 10 月 13 日) 

12．自己評価 
評価 
消化器・乳腺疾患症例数はともに増加の一途をたどっている。手術技術およびその内容としても, 各

疾患・臓器領域への分化により高い専門性に伴うレベルの向上がみられており, 国内でも十分評価され

る状況である。上述のごとく, 低侵襲手術である腹腔鏡手術症例数も急増し, 癌の根治性のみならず, 低
侵襲性を追求した手術の確立ができている。当科で教育を受けて内視鏡外科学会技術認定医となった消

化器外科医は計 7 人となり, 食道・胃・大腸・肝・膵の領域においてレベルの高い腹腔鏡手術を提供し

ている。胃癌では 5 割, 大腸癌においては年間手術症例の約 8 割の患者さんに腹腔鏡手術を施行してい

る。また, がん治療における新たなエビデンスを発信することはがん診療の質の向上に必須と考えられ, 
新規先端治療開発のための臨床試験が昨今全国多施設共同で行われるようになったが, 吉田教授が赴任

した 2007 年以降上部消化管グループ(食道・胃)では 60 臨床試験, ②肝・胆・膵グループでは 10 臨床試

験, ③下部消化管グループでは 68 臨床試験, ④乳腺グループでは 20 臨床試験に参加・症例登録を行い, 
20 あまりの治験を含め, 200 近い臨床試験・治験に参加している。吉田教授は胃癌の専門家として数々

の臨床試験の PI を務めており, その成果を以下の国際的に最も権威のある 2 つの学会でいずれも Late 
Breaking Abstract として口頭発表した。ESMO (欧州臨床腫瘍学会；2012 年 “S-1 plus Docetaxel 
versus S-1 for Advanced Gastric Cancer (START Trial) Update 2012 (JACCRO and KCSG study 
Group)と ASCO (米国臨床腫瘍学会；2013 年 “A Phase III Randomized Clinical Trial of Adjuvant 
Paclitaxel Followed by Oral Fluorinated Pyrimidines for Locally Advanced Gastric Cancer –SAMIT 
Study-”)。  
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さらに当教室では, 今までに｢乳腺・分子腫瘍学｣, ｢肝胆膵・がん集学的治療学講座｣, ｢がん先端医療

開発学講座｣, 「低侵襲・がん集学的治療学講座」の 4 講座を設置してきており, 2018 年現在, 後者 2 講

座で各分野の専門性を特化した臨床, 研究, 教育を行っている。 
以上より, 消化器・乳腺における悪性腫瘍に対する治療では, 岐阜県がん拠点病院である大学病院の一翼

を担うべく腫瘍外科として, その役割を多いに果たしている。そればかりでなく岐阜から世界へ癌治療

に関するエビデンスが発信されたことは喜ばしい限りである。 
 

現状の問題点及びその対応策 
1） 病床数に制限があり, 手術, 化学療法に加え緊急入院などにおけるベッドの確保に困窮することが

多かったが, 病院の方針としてベッドコントロールの工夫により現在次第に改善しつつある。 
2） 手術症例の増加に伴いみられるようになった, 手術枠の制限が最も大きな問題点の一つである。当

科としては, 安全性の確保を重視しつつ手術時間の短縮・手術人員のシフトなどの努力に加え月曜

日の手術枠も増加し手術待ち期間は短縮傾向にあるが, まだまだ不十分である。 
3） 全国的な傾向としてみられる若手医師の外科離れが深刻である。大学病院での標準以上の診療レベ

ルを保ちつつ, 一般外科として地域医療への貢献が期待される当科事情から周辺医療圏への人材の

供給にも責任を果たす必要があり, 現段階では医局員の献身的な努力でこれを補っている。その対

応としては研修医師の確保に他ならず, 外科医療の利点を説きつつ, 現状打開の方策を共に考えて

いけるよう学生時代からの意識レベルのアップをはかるべく教育にも力を入れている。 
 

今後の展望 
消化器・乳腺の悪性腫瘍を中心とした基礎研究, 臨床研究を積極的に推進することが肝要である。岐

阜県がん拠点病院であるがん治療に特化した岐阜大学病院として手術症例数を増加させ, 新たな治療開

発に努力を続けていく方針である。 
学会などの動きとして各領域の専門医を設定する方向にあり, 修練施設としての症例数のみならず診

療内容の維持が重要で, 医局員に対する経験の提供および教育体制の充実が必ず必要とされる。その上

で, 学会活動を拠点とした最新医療の技術の取り入れや概念の理解を継続することを目標としている。 
今後とも日常診療に従事する臨床科としての存在のみならず, がん医療に関する基礎的研究部門との強

固な繋がりを継続する必要がある。現在は当科スタッフの指導により大学院生が研究の中心となってい

るが, 学会発表・論文投稿に対する一定の評価をもとに, 医局員一人一人の意識をより向上させ, 組織全

体としての発展を臨みたい。 
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（4）消化器病態学分野 

1．研究の概要 
消化器，特に肝および大腸発癌機序の解明とその制御，慢性肝不全の病態と治療，消化器疾患の病態栄

養と介入，消化管疾患に対する内視鏡治療の開発が主要テーマである。 
1. 発癌の機序とその制御については，とくに核内受容体を分子標的とした研究を進めている。肝癌にお

ける核内受容体 RXR に関する基礎研究はほぼ終了し，大腸癌，膵癌など他の癌種へ演繹を開始した。

肝癌に対して RXR リガンドを用いた発癌制御（予防）の大規模臨床試験（第Ⅲ相）を展開中である

（2018 年 3 月現在）。 
2. 肥満・メタボリック症候群と肝および大腸発癌に関する基礎研究をすすめ，これら消化器発癌機序に

おいて key となる肥満関連分子異常を明らかにしてきた。現在，「メタボ肝癌」，「メタボ大腸癌」の

抑制にむけた臨床研究を準備中である。 
3. 慢性肝不全において，宿主の栄養状態が，肝不全の病態進展・発癌に深く関与することを臨床的に証

明した。本研究結果は，日米欧のガイドラインに採用されたため，現在その普及に努めている。特に，

サルコペニアの合併や内臓脂肪などの体組成の変化が，肝疾患や消化器疾患患者の予後・発癌に及ぼ

す影響について詳細な検討を行っている。また本邦における肝硬変患者の栄養状態が，低栄養から肥

満・栄養過多にシフトしていることを明らかにした。これらの研究成果を踏まえ，今後は運動処方へ

の展開も含めた新たな栄養療法を確立すべく研究を展開中である。 
4. 消化管疾患の内視鏡治療（上下部消化管，胆膵領域）は，日本でもトップレベルの診療実績（症例数）

を背景に，最新のデバイスを用いた様々な診療を実践し，多数の治療内視鏡症例を蓄積することで，

その安全性と有用性に関する臨床研究論文に繋げている。 

2．名簿 
教 授： 清水雅仁 Masahito Shimizu 
臨床教授： 鶴見 寿 Hisashi Tsurumi（血液病態学 臨床腫瘍学） 
准教授： 荒木寛司 Hiroshi Araki（光学医療診療部） 
講 師：原 武志 Takeshi Hara（臨床腫瘍学） 
講 師：白木 亮 Makoto Shiraki 
特任准教授：高井光治 Koji Takai（地域腫瘍学） 
臨床講師：末次 淳 Atsushi Suetugu 
臨床講師： 井深貴士 Takashi Ibuka 
助 教： 岩下拓司 Takuji Iwashita 
臨床講師： 今井健二 Kenji Imai（肝疾患診療支援センター） 
臨床講師： 北川順一 Junichi Kitagawa（輸血部） 
臨床講師：境 浩康 Hiroyasu Sakai 
助 教： 久保田全哉 Masaya Kubota（生体支援センター） 
臨床講師： 二宮空暢 Soranobu Ninomiya（輸血部） 
臨床講師： 上村真也 Shinya Uemura（生体支援センター） 
特任助教： 中村信彦 Nobuhiko Nakamura（地域腫瘍学） 
医 員： 杉山智彦 Tomohiko Sugiyama 
医 員： 華井竜徳 Tatsunori Hanai 
医 員： 松本拓郎 Takurou Matsumoto 
医 員： 加藤潤一 Junichi Kato 
医 員： 佐竹智行 Tomoyuki Satake 
医 員： 松浦加奈 Kana Matsuura 
医 員： 渡邊 諭 Satoshi Watanabe 
医 員： 三田直樹 Naoki Mita 
医 員： 三輪貴生 Takao Miwa（光学医療診療部） 
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2） 研究代表者：久保田全哉；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：APC 遺伝子ヘテロ変異を有する肥

満・糖尿病マウスを用いた大腸発癌機序の解明；平成 25－27 年度；3,000 千円(900：900：1,200
千円) 

3） 研究代表者：今井浩三, 研究分担者：清水雅仁；科学研究費補助金新学術領域研究：がん研究分野の

特性等を踏まえた支援活動；平成 27 年度；6,100 千円 
4） 研究代表者：末次 淳；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：肝癌前駆・幹細胞と肝微小環境構成

細胞の解明・肝癌撲滅を目指して；平成 26－28 年度；3,300 千円(1,100：1,100：1,100 千円) 
5） 研究代表者：白上洋平；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：非アルコール性脂肪肝疾患と肝レチ

ノイドシグナルの関連性の解明；平成 26－27 年度；2,300 千円(1,000：1,300 千円) 
6） 研究代表者：白鳥義宗, 研究分担者：清水雅仁；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：医療の質改

善を目指した電子データを利用した標準的プロセス解析手法の開発；平成 26－28 年度；300 千円

(100：100：100 千円) 
7） 研究代表者：境 浩康；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：レチノイド受容体遺伝子改変マウス

を用いた新規肝癌治療法の開発；平成 27－28 年度；2,400 千円(1,200：1,200 千円) 
8） 研究代表者：二宮空暢；平成 27 年度 第 5 回 研究活動スタート支援：アリルハイドロカーボン受容

体阻害剤による新規癌免疫療法；平成 27－28 年度；2,300 千円(1,200：1,100 千円) 
9） 研究代表者：清水雅仁, 研究分担者：白木 亮, 白上洋平；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

臓器間ネットワーク制御を介した革新的メタボ肝発癌予防法の開発；平成 28－30 年度；3,600 千円

(1,100：1,100：1,400 千円) 
10） 研究代表者：白上洋平；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：レチノイド受容体シグナルに着目し

た非アルコール性脂肪肝疾患の病態解明；平成 28－29 年度；2,400 千円(1,100：1,300 千円) 
11） 研究代表者：岩下拓司；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：膵嚢胞液中の miRNA 解析による

IPMN の鑑別診断・悪性化診断；平成 28－29 年度；2,900 千円(1,100：1,800 千円) 
12） 研究代表者：河内隆宏；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：高血圧・レニン-アンギオテンシン系

制御を介した肥満・NASH 関連肝発癌抑制；平成 28－30 年度；3,000 千円(1,300：1,000：700 千

円) 
13） 研究代表者：中村信彦；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：がん患者におけるサルコペニア発症

の分子的メカニズムの解明；平成 28－30 年度；3,100 千円(1,000：1,000：1,100 千円) 
14） 研究代表者：白鳥義宗, 研究分担者：清水雅仁；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：地域連携ク

リティカルパスを用いた標準的癌診療工程プロセスとその最適化；平成 29－31 年度；300 千円(100：
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100：100 千円) 
15） 研究代表者：鶴見 寿；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：悪性リンパ腫における慢性炎症から

の発がんの検討；平成 29－31 年度；2,300 千円(800：700：800 千円) 
16） 研究代表者：末次 淳；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：膵臓癌の癌微小環境構成細胞の解明：

転移制圧を目指して；平成 29－31 年度；3,500 千円(1,200：1,200：1,100 千円) 
17） 研究代表者：境 浩康；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：レチノイド核内受容体 RXRα遺伝子

改変マウスを用いた新規 NASH 肝癌治療法の開発；平成 29－31 年度；2,600 千円(1,300：1,300 千

円) 
18） 研究代表者：久保田全哉；学術研究助成基金助成金若手研究(B)：メタボリック症候群を基盤病態と

する大腸発癌の特性：分子異常と miRNA の解析；平成 29－31 年度；3,200 千円(800：1,100：1,300
千円) 

19） 研究協力者：滝川 一, 研究協力者：清水雅仁；厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服研究事

業)：難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究；平成 27－29 年度  
20） 研究協力者：清水雅仁；厚生労働科学研究費補助金(感染症対策総合研究事業)：次世代生命基盤技術

を用いた B 型肝炎制圧のための創薬研究；平成 27－29 年度  
21） 研究開発分担者：鶴見 寿；国立研究開発法人日本医療研究開発機構(次世代がん医療創生研究事

業)：大規模シーケンス解析に基づく、造血器腫瘍のゲノム、エピゲノムにおける、空間的・時間的

多様性の研究；平成 28－29 年度；2,769 千円(2,769：1,923 千円) 
22） 研究開発分担者：鶴見 寿；国立研究開発法人日本医療研究開発機構(革新的がん医療実用化研究事

業)：TP53 遺伝子変異陽性骨髄異形成症候群に対する新規治療戦略；平成 29 年度；230 千円 
23） 研究協力者：末次 淳；国立研究開発法人日本医療研究開発機構(肝炎等克服実用化研究事業(肝炎等

克服緊急対策研究事業))：Ｃ型肝炎の新たな治療関連因子及び治癒後の病態進展・改善に関連する宿

主因子等の同定を目指したゲノムワイド研究；平成 28－29 年度  
24） 研究分担者：末次 淳；厚生労働科学研究費補助金(肝炎等克服政策研究事業)：効率的な肝炎ウイル

ス検査陽性者フォローアップシステムの構築のための研究；平成 28 年度；200 千円 
25） 研究分担者：末次 淳；厚生労働科学研究費補助金(肝炎等克服政策研究事業)：職域等も含めた肝炎

ウイルス検査受検率向上と陽性者の効率的なフォローアップシステムの開発・実用化研究；平成 29
年度；250 千円 

26） 研究代表者：清水雅仁；本庄国際奨学財団「食と健康プログラム」研究助成金：緑茶カテキンを用

いたメタボ肝癌の予防；平成 27 年度；3,000 千円 
27） 研究代表者：岩下拓司；平成 27 年度大学活性化経費(若手研究支援)：EUS-FNA を用いた膵嚢胞液

中 miRNA 解析による IPMN 悪性化の診断；平成 27 年度；1,200 千円  
28） 研究代表者：境 浩康；2014 年 MSD 研究助成：リン酸化型 RXRの非アルコール性脂肪肝炎(NASH)

への影響に関する研究；平成 27 年度；500 千円  
29） 研究代表者：境 浩康；金原一郎記念医学医療振興財団 第 29 回研究交流助成金(第 106 回米国癌

学会年次総会 2015)：The role of the phosphorylated RXR-alpha on cellular proliferation and liver 
tumorigenesis；平成 27 年度；150 千円  

30） 研究代表者：二宮空暢；平成 27 年度研究科長・医学部長裁量経費：アリルハイドロカーボン受容体

阻害剤による新規癌免疫療法；平成 27 年度；700 千円 
31） 研究代表者：境 浩康；平成 28 年度研究科長・医学部長裁量経費：レチノイド核内受容体 RXRα

遺伝子改変マウスを用いた新規 NASH 肝癌治療法の開発；平成 28 年度；500 千円 
32） 研究代表者：白上洋平；平成 28 年日本イーライリリー株式会社 教育・研究助成：レチノイド受容

体シグナル制御による糖尿病治療の可能性；平成 28 年度；350 千円 
33） 研究代表者：清水雅仁；平成 29 年タケダ・リサーチサポート：肝筋相関・核内受容体制御による新

規肝不全および肝発癌予防法の開発；平成 29 年度；500 千円 
34） 研究代表者：鶴見 寿；平成 29 年タケダ・リサーチサポート：造血器疾患における indoleamine 

2,3-dioxygenase；平成 29 年度；1,000 千円 
35） 研究代表者：清水雅仁；シオノギ製薬 奨学寄附サポート 2017 年度：肥満・代謝異常に関連した消

化器発癌機序の解明とその予防に関する研究；平成 29 年度；1,000 千円 
36） 研究代表者：清水雅仁；平成 29 年アステラス アカデミック サポート：肝筋相関制御を介した新規

肝不全および肝発癌予防法の開発に関する研究；平成 29 年度；1,000 千円 
37） 研究代表者：二宮空暢；平成 29 年アステラス アカデミック サポート：癌免疫療法におけるトリプ

トファン代謝の重要性；平成 29 年度；500 千円 
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38） 研究代表者：荒木寛司；平成 29 年アステラス アカデミック サポート：内視鏡的静脈瘤結紮術(EVL)
は噴門部胃静脈瘤合併食道食道静脈瘤に対して噴門部胃静脈瘤非合併例に対する治療効果と同等に

有効な治療法となる；平成 29 年度；300 千円 
39） 研究代表者：末次 淳；平成 29 年 MSD 奨学寄付(学術研究支援)：背景肝の違いにおける転移性肝

癌進展の解明；平成 29 年度；500 千円  
40） 研究代表者：岩下拓司；平成 29 年 MSD 奨学寄付(学術研究支援)：嚢胞液中の miｃroRNA 解析に

よる IPMN の悪性化診断；平成 29 年度；500 千円  
41） 研究代表者：白上洋平；平成 29 年 MSD 奨学寄付(学術研究支援)：レチノイドシグナル制御による

糖尿病治療の可能性；平成 29 年度；500 千円  
42） 研究代表者：二宮空暢；平成 29 年 MSD 奨学寄付(学術研究支援)：がん免疫療法におけるトリプト

ファン代謝の重要性；平成 29 年度；500 千円  
43） 研究代表者：清水雅仁；大塚製薬奨学寄附金：核内受容体制御を介した新規非アルコール性脂肪肝

炎(NASH)治療法の開発；平成 29 年度；1,000 千円 
44） 研究代表者：荒木寛司；大塚製薬奨学寄附金：抗 TNFα 抗体製剤の効果減弱クローン病症例に対す

る免疫調節剤追加投与の有効性の検討；平成 29 年度；1,000 千円 
45） 研究代表者：二宮空暢；2017 年度協和発酵キリン奨学寄附：がん免疫療法におけるトリプトファン

代謝の重要性；平成 29 年度；1,000 千円 
46） 研究代表者：荒木寛司；2017 年度協和発酵キリン奨学寄附：ヘリコバクターピロリ未感早期胃癌の

臨床病理学的検討；平成 29 年度；100 千円 
47） 研究代表者：鶴見 寿；2017 年度第一三共奨学寄付プログラム：悪性リンパ腫におけるインドール

アミン酸素添加酵素 2 を基軸とした新規免疫療法の開発に関する研究；平成 29 年度；300 千円 
48） 研究代表者：清水雅仁・境 浩康；2017 年度第一三共奨学寄付プログラム：レチノイド受容体遺伝

子改変マウスを用いた肥満関連大腸癌の発癌機序の解明に関する研究；平成 29 年度；1,00 千円 
49） 研究代表者：末次 淳；2017 年度第一三共奨学寄付プログラム：背景肝の違いにおける膵臓癌の転

移性肝癌進展の解明；平成 29 年度；300 千円 
50） 研究代表者：白上洋平；平成 29 年日本イーライリリー株式会社 教育・研究助成：非アルコール性

脂肪性肝疾患におけるレチノール結合タンパクの機能解析；平成 29 年度；500 千円 
51） 研究代表者：境 浩康；平成 29 年日本イーライリリー株式会社 教育・研究助成：レチノイド受容

体遺伝子改変マウスを用いた肥満関連大腸癌の発癌機序の解明；平成 29 年度；500 千円 
52） 研究代表者：白上洋平；平成 29 年 医学・薬学研究活動への支援 田辺三菱製薬：レチノール結合

タンパクがインスリン抵抗性と NASH に及ぼす影響；平成 29 年度；500 千円 
53） 研究代表者：白上洋平；平成 29 年 ノバルティスファーマ研究助成：レチノイド受容体シグナル制

御による糖尿病治療の可能性；平成 29 年度；500 千円 
54） 研究代表者：原 武志；平成 29 年 ノバルティスファーマ研究助成：インドールアミン酸素添加酵

素 2 を基軸とした急性骨髄性白血病に対する新規免疫療法の開発；平成 29 年度；500 千円 
55） 研究代表者：岩下拓司；平成 29 年度臨床研究推進支援経費：動物モデルにおける膵臓への超音波内

視鏡下過酸化水素局注法+放射線治療の実現可能性・安全性についての検討；平成 29 年度；1,000
千円 

56） 研究代表者：井深貴士；平成 29 年度大学活性化経費(一般研究支援)：糖尿病治療による大腸発癌抑

制効果の検証；平成 29 年度；800 千円  
57） 研究代表者：二宮空暢；平成 29 年度大学活性化経費(一般研究支援)：Blinatumomab 療法における

トリプトファン代謝の重要性；平成 29 年度；750 千円  
58） 研究代表者：白上洋平；金原一郎記念医学医療振興財団 第 32 回基礎医学医療研究助成金：新規肝

内胆管癌マウスモデルの樹立と発癌メカニズム；平成 29 年度；1,000 千円  
59） 研究代表者：鶴見 寿；平成 29 年度中外製薬株式会社 研究活動支援(奨学寄付)：造血器腫瘍にお

けるインドールアミン酸素添加酵素(IDO)とその代謝産物であるキヌレニンの役割、特に予後因子と

しての意義と治療標的の可能性についての解析；平成 29 年度；2,000 千円 
60） 研究代表者：清水雅仁・境 浩康；平成 29 年度中外製薬株式会社 研究活動支援(奨学寄付)：レチ

ノイドシグナルに着目した非アルコール性脂肪肝炎関連肝癌の発癌機序の解明；平成 29 年度；800
千円  
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2）受託研究 
1） 清水雅仁, 末次 淳：慢性肝疾患の治療前後における肝線維化マーカーの検討；平成 27 年度；300

千円 
2） 鶴見 寿：持続する発熱性好中球減少症に対する 従来型の経験的抗真菌治療と D-index に基づく早

期抗真菌治療の無作為割付比較試験(CEDMIC trial)(日本 FN 研究会 第 6 次研究)；平成 28 年度；

30 千円：イーピーエス(株)・(特非)臨床血液・腫瘍研究会 
3） 鶴見 寿：日本におけるゴーシェ病の実態調査；平成 28－29 年度；3 千円：メビックス株式会社 
4） 白木 亮：肝硬変患者における腹部 CT で評価した筋肉量の変化に関する観察研究【MILE Study】；

平成 28－29 年；30 千円：学校法人兵庫医科大学 
5） 北川順一：ボルテゾミブおよびレナリドミド治療後再発多発性骨髄腫患者におけるポマリドミドお

よびデキサメタゾン併用療法の有効性に関する国際共同第 II 相試験；平成 28－29 年度；100 千円：

特定非営利活動法人免疫臨床試験研究支援機構 

3）共同研究 
1） 清水雅仁：肝疾患の分子病態解明に基づく新規治療・予防法の確立；平成 28 年度：国立研究開発法

人理化学研究所 
2） 鶴見 寿：造血器腫瘍における GP88 の臨床的意義に関する研究；平成 28 年度；1,000 千円：エイ

アンドティー株式会社 
3） 原 武志：GP88 タンパク質の造血器腫瘍における臨床的意義の解明に関する共同研究の事前検討；

平成 28－30 年度：エーアンドティー株式会社・藤田保健衛生大学 
4） 岩下拓司：内視鏡的胆道ドレナージ後の総胆管結石性胆管炎における fever-based antibiotic 

therapy と  guideline-based antibiotic therapy の多施設共同無作為化比較試験(FANTASTIC 
trial)；平成 27－31 年度：国立大学法人東京大学 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
清水雅仁： 
1） 日本内科学会評議員(～現在) 
2） 日本消化器病学会学会評議員(～現在) 
3） 日本肝臓学会評議員(～現在) 
4） 日本癌学会評議員(～2016) 
5） 日本がん予防学会評議員(～現在) 
6） 日本レチノイド研究会幹事(〜現在) 
 
鶴見 寿： 
1） 日本血液学会評議員(～現在) 
2） 日本輸血学会東海支部評議員(～現在) 
3） 日本臨床腫瘍学会評議員(～現在) 
4） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
5） 日本骨髄腫学会評議員(～現在) 
 
荒木寛司： 
1） 日本消化器病学会評議員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
3） 日本消化器内視鏡学会学術評議員(～現在) 
4） 日本門脈圧亢進症学会評議員(～現在) 
 
原 武志： 
1） 日本血液学会評議員(～現在) 
2） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 

－253－



 

 
白木 亮： 
1） 日本消化器病学会評議員(～現在) 
2） 日本消化器病学会東海支部評議員(～現在) 
3） 日本静脈経腸栄養学会代議員(～現在) 
4） 日本静脈経腸栄養学会誌；用語委員・認定委員(～現在) 
5） 日本肝臓学会西部会評議員(～現在) 
6） 日本病態栄養学会評議員(～現在) 
7） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
 
末次 淳： 
1） 日本消化器病学会東海支部評議員(～現在) 
2） 日本肝臓学会西部会評議員(～現在) 
3） 日本内科学会東海支部評議員(～現在) 
 
井深貴士： 
1） 日本消化器内視鏡学会東海支部評議員(～現在) 
2） 日本消化器病学会評議員(～現在) 
 
岩下拓司： 
3） 日本消化器内視鏡学会学術評議員(～現在) 
4） 日本消化器病学会東海支部評議員(～現在) 
 
白上洋平： 
1） 日本消化器病学会東海支部評議員(～現在) 

2）学会開催 
森脇久隆： 
1） 第 3 回国際レチノイド研究会(平成 27 年 10 月, 岐阜) 

 
清水雅仁： 
1） 平成 29 年日本肝臓学会市民公開講座(平成 29 年 7 月, 岐阜) 
2） 第 233 回日本内科学会東海地方会(平成 29 年 10 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
鶴見 寿： 
1） Trends in Hematological Malignancies；編集アドバイザー(～現在) 
2） International Journal of Hematology；査読委員(～現在) 
3） Journal of Tumor；編集委員(～現在) 
 
末次 淳： 
1） World J Hepatology；Editorial Board(～2017) 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
清水雅仁： 
1） 第 101 回日本消化器病学会総会(2015 年 4 月, 岐阜, シンポジウム 12-2「ストレスと消化器疾患」

酸化ストレスの制御を介した生活習慣病関連消化器発癌の抑制 演者) 
2） 日本消化器病学会東海支部第 34 回教育講演会(2015 年 11 月, 名古屋, 教育講演「生活習慣病と肝疾

患—「メタボ肝癌」予防にむけた取り組み—」演者) 
3） 平成 28 年度日本肝臓学会前期教育講演会(2016 年 5 月, 幕張, 教育講演「急性・劇症肝炎」演者) 
4） 日本内科学会東海支部第 66 回生涯教育講演会(2016 年 10 月, 名古屋, 講演「急性・慢性肝不全の診

療 update」演者) 
5） 日本消化器病学会東海支部第 36 回教育講演会(2016 年 11 月, 名古屋, 教育講演「慢性肝不全の治
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療・肝発癌の予防〜最新のトピックス〜」演者) 
6） 第 17 回日本抗加齢医学会総会 (2017 年 6 月, 東京, シンポジウム 26「肝臓のアンチエイジング」生

活習慣病と肝癌〜アンチエイジング機序を介した肝発癌抑制〜演者) 
7） 第 53 回日本肝臓学会総会(2017 年 6 月, 広島, ワークショップ 11「肝硬変のトータルケア・マネー

ジメント」司会 
8） 平成 29 年度日本肝臓学会前期教育講演会(2017 年 6 月, 広島, 教育講演「肝不全」演者) 
9） 日本消化器病学会東海支部第 37 回教育講演会(2017 年 6 月, 岐阜, 教育講演「生活習慣病と肝疾患

-NASH とメタボ肝癌について-」演者) 
 
鶴見 寿： 
1） 2016 BMS JP/TW Hematology Forum in Taipei(2016. 03, Taipei, Panel Discussion:chronic 

myeloid leukemia; 演者) 
2） 第 78 回日本血液学会学術総会コーポレートセミナー(2016 年 10 月, 横浜, 「非ホジキンリンパ腫の

治療におけるピラルビシンの位置付け」演者) 
3） 日本内科学会東海支部主催第 69 回生涯教育講演会(2017 年 10 月, 岐阜, 教育講演「一般内科医が知

るべき HIV/AIDS 診療の現状」演者) 
 
荒木寛司： 
1） 第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 (2015 年 5 月, 名古屋, ビデオワークショップ 1「消化管静脈瘤

の診断・治療の現状と将来展望－異所性静脈瘤も含む－」左胃静脈から供血される噴門部胃静脈瘤

に対する EVL の実際 演者) 
2） 第 13 回日本消化管学会総会学術集会(2017 年 2 月, 名古屋, 症例検討セッション「下部消化管」腎

移植後患者に発生した回腸潰瘍の一例 演者) 
3） 第 24 回日本門脈圧亢進症学会(2017 年 9 月, 東京, ビデオワークショップ 2「EVL-私はこうしてい

る-標準化を目指して」食道静脈瘤に対する EVL での治療戦略 演者) 
4） 第 4 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会(2016 年 11 月, 名古屋, シンポジウム 4「難病治療法

の現況と未来」潰瘍性大腸炎の現況と未来 演者) 
5） 日本消化器病学会東海支部第 104 回市民公開講座(2017 年 6 月, 岐阜, 「おなかのがんの最新の診断

と治療」大腸がん 演者) 
6） 第 17 回日本消化器内視鏡学会東海支部ガイドライン研修会(2017 年 7 月, 岐阜, 「上部消化管の ESD」

演者) 
7） 第 27 回日本消化器内視鏡学会東海セミナー(2017 年 1 月, 名古屋, 「大腸腫瘍性病変の診断と治療」

司会) 
 
白木 亮： 
1） 第 18 回日本病態栄養学会年次学術集会 (2015 年 1 月, 京都, ランチョンセミナー 1-3「肝硬変の栄

養療法の実際 〜各施設での取り組み〜」演者) 
2） 第 30 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 (2015 年 2 月, 神戸, ランチョンセミナー3「非代償性肝硬

変における栄養療法の工夫」司会) 
3） 第 30 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 (2015 年 2 月, 神戸, ランチョンセミナー3「非代償性肝硬

変における栄養療法の工夫」演者) 
4） 第 51 回日本肝臓学会総会 (2015 年 5 月, 熊本, パネルディスカッション 2「肝硬変の包括的なマネ

ジメント」高アンモニア血症合併肝硬変患者のカルニチンの動態と投与基準の検討) 演者) 
5） 第 51 回日本肝臓学会総会 (2015 年 5 月, 熊本, ランチョンセミナー3「肝硬変治療の新たな課題と

展望」サルコペニア合併肝硬変患者に対する BCAA の影響について 演者) 
6） 第 41 回日本肝臓学会西部会(2015 年 12 月, 名古屋, ワークショップ 2(肝硬変治療の進歩)「肝性腹

水に対する治療の現状-トルバプタンの効果の検討を中心に-」演者) 
7） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(2016 年 1 月, 横浜, シンポジウム 2(栄養アセスメント)「そ

の評価を栄養治療にいかに生かすか〜」演者) 
8） 第 52 回日本肝臓学会総会(2015 年 5 月, 千葉, ランチョンセミナー14「肝硬変患者のサルコペニア

について」演者) 
9） 第 23 回日本門脈圧亢進症学会総会(2016 年 9 月, 神戸, 合同パネルディスカッション 3(難治性胸・

腹水：治療法の評価)「肝性腹水に対する治療の現状-トルバプタンの効果の検討を中心に-」演者) 
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10） JDDW2016(第 20 回日本肝臓学会大会)(2016 年 11 月, 神戸, サテライトシンポジウム 77(肝硬変の

マネジメント)「肝性脳症の診断と治療-肝硬変診療ガイドライン 2015 を中心に-」演者) 
11） 第 19 回日本病態栄養学会年次学術集会(2016 年 1 月, 横浜, ランチョンセミナー1-2「各施設での肝

疾患患者への栄養療法の取り組みの工夫」座長) 
12） 第 31 回日本静脈経腸栄養学会学術集会(2016 年 2 月, 福岡, 要望演題 06「肝疾患における栄養学的

リスクマネジメント」座長) 
13） JDDW2016(第 20 回日本肝臓学会大会)(2016 年 11 月, 神戸, サテライトシンポジウム 77「肝硬変

のマネジメント」肝性脳症の診断と治療-肝硬変診療ガイドライン 2015 を中心に- 演者) 
14） 第 41 回日本肝臓学会東部会(2016 年 12 月, 東京, ランチョンセミナー9「腸内細菌制御による肝性

脳症の治療」演者) 
15） 第 20 回日本病態栄養学会年次学術集会(2017 年 1 月, 京都, ランチョンセミナー1-13「各施設での

肝疾患患者への栄養療法の取り組みの工夫」座長 
16） 第 53 回日本肝臓学会総会(2017 年 6 月, 広島, ワークショップ 11「肝硬変のトタルケア・マネージ

メント」慢性肝疾患患者の筋力低下についての検討 演者) 
17） 第 53 回日本肝臓学会総会(2017 年 6 月, 広島, イブニングセミナー2「肝硬変治療の新しい治療戦略 

-サルコペニア＆脳症対策-」サルコペニア対策 演者) 
 
末次 淳： 
1） 第 41 回日本肝臓学会西部会(2015 年 12 月, 名古屋, 「肝線維化マーカーM2BPGi の基礎的性能評

価およびＣ型慢性肝炎に対する Peg-IFN+RBV 併用療法治療前後の検討」演者) 
 
岩下拓司： 
1） 第 101 回日本消化器病学会総会 (2015 年 4 月, 仙台, ビデオセッション(胆膵)「術後腸管症例に対す

る胆膵内視鏡治療」上部消化管術後症例の胆管病変に対する超音波内視鏡下順行性治療 演者) 
2） 第 51 回日本胆道学会学術集会 (2015 年 9 月, 宇都宮, ワークショップ１「胆道疾患に対する IVR

治療 up-to-date」上部消化管術後症例の胆管結石に対する EUS 下順行性治療 演者) 
3） 第 51 回日本胆道学会学術集会 (2015 年 9 月, 宇都宮, 特別企画「超音波内視鏡胆道ドレナージ」

EUS-BD 施行時の併用治療・術後管理・経過観察方法 演者) 
4） JDDW2015 (2015 年 10 月, 東京, サテライトシンポジウム 70「残石ゼロを目指した総胆管結石治

療」経乳頭アプローチ困難例に対する経消化管的結石治療 演者) 
5） JDDW2015(第 90 回日本消化器内視鏡学会・第 57 回日本消化器病学会) (2015 年 10 月, 東京, ワー

クショップ「胆膵診療における EUS の新たな展開」19g 組織採取針と 19g 通常針を用いた EUS-FNA
における診断能の比較検討：多施設共同前向き無作為化比較試験 演者) 

6） JDDW2015 (2015 年 10 月, 東京, Internal session Panel discussion 2「Strategy of treatment for 
biliary stenosis」EUS-guided antegrade biliary stenting for unresectable malignant biliary 
obstruction in patients with surgically altered anatomy: Single center prospective pilot study. 
演者)  

7） 第 91 回日本消化器内視鏡学会総会(2016 年 5 月, 東京, ランチョンセミナー2(Time to start 
EUS-guided true histological tissue sampling)「EUS-FNA における組織検体採取 ～ProCore20g
の新たな可能性～」演者) 

8） 第 91 回日本消化器内視鏡学会総会(2016 年 5 月, 東京, JGES Core Session 3 ワークショップ 「上

部消化管術後症例の胆道病変に対する EUS 下順応性治療における偶発症対策」演者) 
9） 第 91 回日本消化器内視鏡学会総会(2016 年 5 月, 東京, サテライトセミナー2(膵癌診断における

EUS の役割)「膵病変に対する EUS-FNA の実際」演者) 
10） 第 52 回日本胆道学会学術集会(2016 年 9 月, 横浜, 「超音波内視鏡下胆道ドレナージ～安全導入に

向けてのガイドライン～EUS-BD 補助治療と経過観察の方法」演者) 
11） 第 52 回日本胆道学会学術集会(2016 年 9 月, 横浜, シンポジウム 3(良性胆管狭窄の診断と治療)「良

性胆管狭窄に対する interventional EUS」演者) 
12） JDDW2016(消化器内視鏡学会・消化器病学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会)(2016 年 11

月, 神戸, パネルディスカッション(EUS－BD の適当と限界)「上部消化管術後症例の胆管病変に対

する超音波内視鏡下順行性治療の適応と限界」演者) 
13） 2nd International Conference of the Korean Panreatobiliary Association (2017 年 4 月, Seoul, 

Korea, Olympus Luncheon Symposium 3 「EUS-FNA: Tips for core acquisition」演者) 
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14） 2nd International Conference of the Korean Panreatobiliary Association (2017 年 4 月, Seoul, 
Korea, 「Panelists: Live demonstration session3」演者) 

15） 第 93 回日本消化器内視鏡学会(2017 年 5 月, 大阪, サテライトセミナー2「胆膵癌診断のニューフロ

ンティア-Japan and Global Perspective」膵癌の内視鏡的診断 演者) 
16） 第 93 回日本消化器内視鏡学会(2017 年 5 月, 大阪, モーニングセミナー6「胆道病変に対する

interventional EUS の最前線」演者) 
17） IDEN2017(2017 年 6 月, Seoul, Korea, Breakfast with the Experts「EUS-guided biliary drainage- 

My personal experience」演者) 
18） JDDW2017(2017 年 10 月, 福岡, サテライトシンポジウム 108「EUS 下胆道ドレナージの実際」

EUS 下順行性胆管ドレナージ：成功率改善のコツ 演者) 
19） 5th seminar of the Korean Pancreatobiliary Association(2017 年 1 月, Busan, Korea, 「Moderator: 

Expert’s Opinions When to Face Difficult Situation」演者) 
20） SGI2017(2017 年 9 月, Seoul, Korea, Session 10「Preoperative Biliary Drainage in Malignant 

Hilar Obstruction」座長 
 
白上洋平： 
1） 第 41 回日本肝臓学会西部会(2015 年 12 月, 名古屋, パネルディスカッション(NAFLD の病態と治

療)「酸化ストレスの制御による NAFLD 進展および肝発癌の予防」演者) 
2） JDDW2016(第 58 回日本消化器病学会大会)(2016 年 11 月, 神戸, ワークショップ(消化器疾患と代

謝異常の関わり)「糖尿病治療薬を用いた肥満に関連する肝疾患の抑制」演者) 
3） 第 103 回日本消化器病学会総会(2017 年 4 月, 東京, パネルディスカッション「生活習慣病・メタボ

リックシンドロームからの消化器疾患」酸化ストレスの制御による肥満関連大腸発癌の抑制 演者) 
 
今井健二： 
1） 第 41回日本急性肝不全研究会 (2015年 5月, 熊本, 当院におけるB 型肝炎再活性化対策の実態 演

者) 
 
井深貴士： 
1） 第 89 回日本消化器内視鏡学会総会(2015 月 5 月, 名古屋, ビデオシンポジウム 1「胃・十二指腸腫

瘍に対する EMR/ESD の課題と将来展望」前治療による瘢痕を有する病変に対して施行した胃 ESD
の臨床病理学的特徴 演者) 

2） JDDW 2016(消化器内視鏡学会・消化器病学会)(2016 月 11 月, 神戸, ワークショップ 8(消化管リン

パ増殖性疾患の内視鏡像の特徴)「ダブルバルーン小腸内視鏡(DBE)によるリンパ増殖性疾患の空腸

回腸病変の内視鏡像に関する検討」演者) 
3） 日本消化器病学会東海地方会東海支部第 126 回例会(2017 月 6 月, 岐阜, 「カプセル内視鏡とバルー

ン小腸内視鏡を施行した小腸血管性病変に関する検討」演者) 
井深貴士  荒木寛司  清水雅仁 
 
久保田全哉： 
1） 第 22 回日本門脈圧亢進症学会総会 (2015 年 9 月, 横浜, 要望演題 3「門脈圧亢進症と肝性脳症」膵

頭十二指腸切除術後に脾腎シャントによる肝性脳症を発症した 1 例 演者) 
2） 日本消化器病学会東海支部第 123 回例会(2015 年 11 月, 名古屋, シンポジウム(消化管疾患における

治療の最前線)「難治性術後食道狭窄に対する Radial Incision and Cutting(RIC)の有効性について

の検討」演者) 
 
二宮空暢： 
1) 第 7回血液疾患免疫療法研究会学術集会 (2015年 9月, 東京, プレナリーセッション「腫瘍中の IDO

による CD19 特異的キメラ抗原受容体発現 T 細胞の抑制」演者) 
 

上村真也： 
1） 第 93 回日本消化器内視鏡学会総会(2017 年 5 月, 大阪, ワークショップ 01-5「緩和医療における内

視鏡の役割」進行膵癌による Gastric outlet obstruction(GOO)に対する内視鏡的十二指腸ステント

留置術と胃空腸バイパス術の比較検討 演者) 
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高田 淳： 
1） 第 22 回日本門脈圧亢進症学会総会(2015 年 9 月, 横浜, ワークショップ「食道・胃静脈瘤破裂症例

の長期予後」演者) 
2） 第 58 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会(2015 年 12 月, 名古屋, 「当院における抗血栓剤内服症

例に対する ESD の検討」演者) 
3） 第 124 回日本消化器病学会東海支部例会(2016 年 6 月, 浜松, 「ESD を施行した H.pylori 未感染胃

癌の検討」演者) 
4） 第 59 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会 2016 年 12 月, 名古屋, 「上部消化管 ESD 後狭窄予防

ステロイド局注・内服の有効性の検討」演者) 
5） 第 103 回日本消化器病学会総会(2017 年 4 月, 東京「ESD を施行した H.pylori 未感染胃癌の臨床病

理学的特徴」演者) 
6） 第 93 回日本消化器内視鏡学会総会(2017 年 5 月, 大阪, パネルディスカッション 19-3「鎮静の現状

と問題点」「経皮的 CO2 モニタリングによる鎮静下 CO2 送気食道 ESD の安全性の検討」演者) 
 

華井竜徳 
1） 第 53 回日本肝癌研究会ランチョンセミナー(2017 年 7 月, 東京, 肝疾患における栄養療法の意義 

 
奥野 充： 
1） 第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 (2015 年 5 月, 名古屋, ワークショップ 14-14「Diagnosis of 

autoimmune pancreatitis by endoscopic ultrasound-guided fine-needle aspiration by using a 
19-gauge needle.」演者) 

2） 第 122 回日本消化器病学会東海地方会 (2015 年 6 月, 三重, シンポジウム 1-6「切除不能進行膵癌

に対する modified FOLFIRINOX の有用性・安全性について」演者) 
3） 第 51 回肝胆膵治療研究会 (2015 年 8 月, 名古屋, 主題「小膵癌症例の経験」腫瘍径 10mm 以下膵

癌の臨床的特徴 演者)  
4） 日本消化器病学会東海支部第 123 回例会(2015 年 11 月, 名古屋, シンポジウム(肝胆膵疾患における

治療の最前線)「切除不能進行膵癌に対する modified FOLFIRINOX の有用性・安全性について」演

者) 
5） JDDW2016(消化器内視鏡学会・消化器病学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会)(2016 年 11

月, 神戸, パネルディスカッション 5(膵・胆道癌の早期発見における内視鏡の役割)「10mm 以下膵

癌発見のための検査方針」演者) 
 
宮崎恒起： 
1） 第 102 回日本消化器病学会総会(2016 年 4 月, 東京, 「FXR agonist (nelumal A)による大腸炎およ

び大腸発癌の抑制」演者) 
 
丸田明範： 
1） 第 91 回日本消化器内視鏡学会総会 (2016 年 5 月 , 東京 , ワークショップ 9(超音波内視鏡 

EUS/EUS-FNA 診断の進歩)「EUS-FNA における 19g 組織採取針と 19g 通常針の使い分け：多施

設共同前向き無作為化試験サブグループ解析結果の検討」演者) 
2） 第 93 回日本消化器内視鏡学会総会(2017 年 5 月, 大阪, パネルディスカッション 06-1「画像所見に

応じた膵癌術前診断法とは～内視鏡検査を用いた確定診断～」切除可能膵癌症例に対する術前診断

法の検討 演者) 
 
杉山智彦： 
1） 第 93 回日本消化器内視鏡学会総会(2017 年 5 月, 大阪, ワークショップ 02-1「Hp 除菌後胃癌の内

視鏡診断における問題点」早期胃癌 ESD 症例での除菌後胃癌の検討 演者) 
 
吉田健作： 
1） 第 93 回日本消化器内視鏡学会総会(2017 年 4 月, 東京, シンポジウム 10「膵癌治療の最前線」切除

不能進行膵癌患者における 1st-line modified FOLFIRINOX 療法の多施設第 2 相試験 演者) 
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8．学術賞等の受賞状況 
1） 白上洋平：日本レチノイド研究会第 26 回学術集会奨励賞「武藤賞」(平成 27 年度) 
2） 末次 淳：HE 2017 Marquis Lifetime Achievement Award  (平 29 年度) 
3） 末次 淳：平成 29 年度藤原賞(最高 CI 論文賞）(平成 29 年度) 
4） 白上洋平：がん予防学術大会 2017(第 24 回日本がん予防学会総会)優秀演題賞(平成 29 年度) 
5） 岩下拓司：2016 年度日本胆道学会国際交流奨励賞(平成 29 年度) 
6） 岩下拓司：平成 29 年度 日本消化器内視鏡学会 学会賞(平成 29 年度) 
 

9．社会活動 
清水雅仁： 
1） 岐阜県肝炎治療認定協議会(予防接種)(～現在) 
2） 岐阜県肝疾患診療連携拠点病院協議会委員(～現在) 
 
鶴見 寿： 
1） 岐阜県がん対策推進協議会委員(～2016) 
2） 岐阜県エイズ対策推進協議会会長(～現在) 
3） 岐阜県国民健康保険診療報酬審査委員会委員(～現在) 
4） 岐阜県身体障害者福祉協議会委員(～現在) 
5） 岐阜県社会保険審議会委員(～現在) 
 
荒木寛司： 
1） 岐阜県社会健康保険診療報酬審査委員会主任審査委員(～現在) 
2） 岐阜県生活習慣病検診等管理指導審議会大腸がん部会(～現在) 
 
白木 亮： 
1） 岐阜市社会福祉審議会(～現在) 
 
末次 淳： 
1） 岐阜県感染症予防対策協議会(～2016) 
 
北川順一： 
1） 骨髄移植推進財団の調整医師(～現在) 
2） 岐阜県合同輸血療法委員会専門部会員(～現在) 
3） 認定輸血検査技師制度指定施設(～現在) 
4） 輸血医学認定医制度認定施設(～現在) 
5） 岐阜県献血推進協議会委員(～現在) 
 
二宮空暢： 
1） 岐阜県合同輸血療法委員会専門部会員(～現在) 

10．報告書 
1） 清水雅仁：劇症肝炎スコアリングからみた臨床病態の再検討：厚生労働科学研究費補助金(難治性疾

患等政策研究事業)「難知性の肝・胆道疾患に関する調査研究」平成 27 年度研究報告書：2015.  
2） 清水雅仁, 末次 淳, 内木隆文. 劇症肝炎肝移植ガイドラインの再検証：厚生労働科学研究費補助金 

(難治性疾患等政策研究事業)難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 平成 28 年度研究報告書：

2016. 
3） 是永匡紹, 太和田暁之, 谷口達哉, 日高 勲, 古屋博行, 佐藤秀一, 末次 淳, 上野隆登. 肝炎ウイル

ス検査陽性者受診勧奨システムの拡充と独立型健診利用の推進：厚生労働科学研究費補助金(肝炎等

克服政策研究事業)平成 28 年度研究報告書：2016. 
4） 末次 淳. 肝炎受診勧奨システム導入後の肝炎ウイルス陽性者受診の推移：厚生労働科学研究費補助

金(肝炎等克服政策研究事業)平成 28 年度研究報告書：2016. 
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11．報道 
1） 清水雅仁, 末次 淳：県の肝疾患治療の中心的役割を担う：週刊朝日 MOOK いい病院 p100(2015

年 3 月 15 日) 
2） 清水雅仁：実験成果 患者に届けたい：朝日新聞(2015 年 3 月 28 日) 
3） 清水雅仁：肝がん再発を抑制：中日新聞(2015 年 3 月 29 日) 
4） 清水雅仁：肝がんを予防し患者様の予後を改善する：岐阜大学医学部附属病院広報誌 うぶね［鵜

舟］Vol.24(2015 年 5 月発行) 
5） 清水雅仁：ウイルス性肝炎は治る時代：岐阜新聞(2015 年 7 月 28 日) 
6） 清水雅仁：「肝癌の芽」消す再発予防薬：岐阜新聞 大学はいま 研究室から(2015 年 7 月 28 日) 
7） 柴田悠平：末梢性 T 細胞リンパ腫、非特異型に対する THP-COP 療法と CHOP 療法の比較：第 56

回米国血液学会総会 (ASH2014)報告 Meiji Seika ファルマ(報道年月日) 
8） 鶴見 寿：70 歳未満のび漫性大細胞型 B 細胞リンパ腫患者に対する R-THP-COP 療法と R-CHOP

療法の無作為化第 II/III 相試験：第 56 回米国血液学会総会 (ASH2014)報告 Meiji Seika ファルマ

(報道年月日) 
9） 荒木寛司：内視鏡室の紹介：日本消化器内視鏡学会雑誌 2015 年 57 巻：1667－1671.(報道年月日) 

10） 白木 亮：脂肪肝について：岐阜県医師会 ラジオホームドクター 岐阜ラジオ(2015 年 10 月 1 日・

2 日) 
11） 白木 亮：C 型肝炎について：ラジオホームドクター 岐阜ラジオ(2015 年 10 月 8 日・9 日) 
12） 清水雅仁：C 型肝炎疾病啓発：ケーブルテレビ情報番組(2016 年) 
13） 清水雅仁：地域医療 担い手確保を：中日新聞(2016 年 10 月 31 日) 
14） 清水雅仁：医療従事者が意見交換：岐阜新聞(2016 年 10 月 31 日) 
15） 末次 淳：C 型肝炎疾患啓発ラジオ番組「C 型肝炎について」：岐阜放送(2016 年 11 月 28 日) 
16） 清水雅仁, 冨田栄一, 杉原潤一：Ｂ型・Ｃ型肝炎コーナー：第 37 回ぎふ市民健康まつり(2016 年 11

月 6 日) 
17） 末次 淳：C 型肝炎について(病気や新しい治療法)：お茶の間ステーション 2 時 6 時 岐阜放送

AM(2016 年 11 月 28 日岐阜) 
18） 白上洋平：消化管内視鏡検査「胃カメラ」「大腸カメラ」のすすめ：鷲見病院広報誌「ためらっとく

れ」第 55 号(2016 年 11 月) 
19） 鶴見 寿, 石原正志：岐阜大学医学部付属病院にお話を伺いました： Sire 血友病ノート vol.7 半減

期延長製剤をどう考える？(2016 年 12 月発行) 
20） 白上洋平：わっちアフタヌーンアワー「Beautiful Dreams」：岐阜市コミュニティラジオ FM わっ

ち(2016 年 12 月 26 日) 
21） 鶴見 寿：非ホジキンリンパ腫の治療におけるピラルビシンの位置づけ：第 78 回日本血液学会学術

集会コーポレートセミナー(2016 年 10 月 14 日)記録集 2017 年１月 
22） 清水雅仁：肝炎ウイルス検査を受けて、C 型肝炎の早期発見・治療を〜岐阜県の専門医に聞く〜：

中日新聞(2017 年 7 月 2 日) 
23） 荒木寛司：岐阜県下初、食道がんの新しい治療「PDT」：岐阜新聞(2017 年 8 月 8 日) 
24） 荒木寛司：岐阜県下初、食道がんの新しい治療「PDT」：中日新聞(2017 年 8 月 17 日) 
25） 冨田栄一, 熊田 卓, 清水雅仁, 杉原潤一：岐阜県内肝疾患専門医座談会「めざせ肝がん撲滅 Ｃ型

肝炎の検査を受けましょう」：岐阜新聞 報道(2017 年 10 月 31 日) 
26） 末次 淳：『治療の機会を失わないような受診』排除可能になった C 型肝炎ウイルス：KNG 446 号：

P3－4. 
 

12．自己評価 
評価 

研究実績は外部資金獲得, 論文刊行を含め順調に伸びている。RXR リガンドを用いた肝発癌抑制の大

規模臨床試験の展開や, 慢性肝不全の栄養療法ガイドラインへの貢献等，基礎と臨床研究を繋ぐトラン

スレーショナルリサーチが実践できている。 
現状の問題点及びその対応策 

臨床の旺盛な需要に積極的に対応しているため，研究人員の相対的な不足が続いている。特に関連病

院の臨床需要に応えることを優先しているため，研究人員・大学院生の早急な増員は難しいのが現状で

ある。地域医療の充実のためにも，優秀な人材の確保・育成が急務の課題である。 
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今後の展望 

内視鏡診療に基づく早期診断法や治療法の開発のみならず，発癌抑制法（薬）の開発・臨床応用は，

消化器癌に対する包括的な治療戦略において，今後ますます重要な役割を果たすものと考えられる。消

化器癌，特に肝および大腸発癌高危険群のスクリーニングに有用な biomarker を明らかにすることで，

積極的介入を必要とする患者を同定し，RXR リガンドや種々の天然化合物を用いた発癌抑制を実践する

ことを目標にして，今後も一連の研究を推進していく。「Pharmaceutical」および「Nutraceutical」な

アプローチによる消化器癌化学発癌予防（cancer chemoprevention）を実践し，さらには新規肝および

大腸発癌抑制薬（法）を開発することで，少しでも癌罹患患者を減らしていく。 
また栄養療法は，消化器疾患診療のみならず，全ての疾病の予後や QOL と密接に関連していること

より，今後も教室の主要研究テーマである適切な栄養学的診断・治療の研究を推進することで，社会，

地域医療，医学の発展に貢献していく。 
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（5）血液病態学分野 

1．研究の概要 
造血器悪性腫瘍の予後因子解析と病態に応じた治療戦略の確立，高齢者白血病の治療ならびに白血病の

分化誘導療法，骨髄異形成症候群，造血幹細胞移植などが主要テーマである。 
1. 悪性リンパ腫や急性白血病の治療戦略，特に予後因子に応じた層別化治療を目標に，臨床的または病

理学的に予後因子解析を行っている。特に予後因子解析は，各種 TNF superfamily に属する血清サ

イトカインやキヌレニンおよび組織中の Indoleamine 2,3-dioxygenase (IDO)発現，progranulin 
(GP88), 腫瘍内微小環境におけるFOXP3陽性抑制性T細胞の発現などを検索することにより予後不

良群の適格な抽出し，この群に対しては，積極的に造血幹細胞移植術を取り入れるなどの層別化治療

を行っている。また B 細胞リンパ腫のみならず T 細胞リンパ腫においても，各種治療を臨床試験と

して行っている。 
2.   上記の予後因子の中でも IDO や GP88 は治療標的になりうるため、それらの阻害剤などを用いて標

的治療の探索も行っている。 
3.   近年注目の CAR-T 療法の基礎と臨床応用も進めている。 
4. 白血病の中でも急性前骨髄球性白血病に対する分化誘導療法としてのレチノイド療法の機序と耐性

発現の解明を行い，耐性克服法を開発する研究を進めている。最近は，各種合成レチノイドのみなら

ず，ビタミン K2 などにも注目している。高齢者白血病では，若年者とは異なる方法を用いて QOL
を考慮した治療戦略を考案しているが，その基礎的メカニズムを含めて臨床研究を遂行している。 

5. 骨髄異形成症候群の IDO 発現などを中心に免疫疫学的病態を解明し，各種免疫抑制剤や IDO 阻害剤

による治療法の開発を行っている。 
6. 高齢者は一般に強力化学療法の遂行が困難であるが、高齢者の全身状態を客観的に評価し、治療適応

の層別化を行っている。特に近年注目されているサルコペニアあるいはアディポペニアが造血器腫瘍

の予後にいかに影響するかを検討してきたが、栄養学的治療介入も含めた高齢者総合評価を行う。 

2．名簿 
臨床教授： 鶴見 寿 Hisashi Tsurumi 

3．研究成果の発表 
消化器病態学参照 

4．研究費獲得状況 
消化器病態学参照 

5．発明・特許出願状況 
消化器病態学参照 

6．学会活動 
消化器病態学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
消化器病態学参照 

8．学術賞等の受賞状況 
なし 

9．社会活動 
消化器病態学参照 

10．報告書 
消化器病態学参照 
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11．報道 
消化器病態学参照 

12．自己評価 
評価 
1． 研究の概要：血液病態学 1－3 のいずれも，ほぼ順調に進行している。とくに下記の点を高く評価す

る。 
(1) 悪性リンパ腫の予後因子解析として，新しいいくつかの予後因子を抽出できた。いずれも簡便な検

査であり，再現性が高く，臨床的有用性が極めて高いと思われる。特に IDO に注目した予後因子解

析は，治療ターゲットにもなる可能性があり，今後の検討が期待される。 
(2) 悪性リンパ腫に対する日本発の THP-COP 療法，R-THP-COP 療法に関する成績を国際的に公表し

た。 
(3) 高齢者急性骨髄性白血病や通常の標準的強力化学療法の遂行が困難な症例を対象に，新規治療レジ

メンを立案，報告した。特に G-CSF を併用するというユニークなデザインも含まれる。これらは，

全身状態不良の患者においても安全かつ有効な治療と言える。 
3． 研究成果の発表：上記(2)，(3)の貢献が大きい。その他おおむね順調と評価する。 
4． 研究費獲得状況：今後，より一層の取得に向けて努力する。 
5． 発明・特許出願状況：上記治療法の開発という点で，fair と評価する。 
6，7．学会活動：おおむね順調と評価する。 
11． 報道：おおむね順調に情報を公表できていると評価する。 

 
現状の問題点及びその対応策 

臨床の旺盛な需要に対応すべく，人員を振り向けざるを得ない状況にある。研究スタッフとくに大学

院生の充実を図る必要がある。また，血液悪性腫瘍を含む Clinical Oncology は，特に充実したエビデン

スが望まれる分野であり，新規治療などは単施設では限界があり，治療の開発を目的とした臨床試験の

立案には，他施設との協力を密にした多施設共同試験が必要である。 
 

今後の展望 
1． 血液病態学：治療抵抗性白血病および悪性リンパ腫の機序解明と，新しい治療法開発の展開を期し

ている。また，レベルの高い臨床試験を立案し，多施設共同試験として積極的に進める。 
3． 研究成果の発表：IF5 ならびに 10 以上を目安とし，それぞれを上回る業績の増加を目指す。 
4． 研究費獲得状況：十分な研究費獲得に向けて努力する。 
5． 発明・特許出願状況：次の展望は視野に入っていない。 
6，7．学会活動：各種国際学会，特に米国血液会議での継続的採択を目指す。 
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（6）産科婦人科学分野 

1．研究の概要 
①若年がん患者（婦人科がんのみならず）の妊孕性温存の関する研究は, 現在, 我々の分野が, 国内にお

いてリーダーとして牽引しているフィールドである。厚生労働科研・AMED の研究に参画して全国規模

での実態調査の実施, また岐阜県での地域ネットワークを全国に先駆けて構築しさらにクオリティの高

いものにするための研究を進めている。 
②また家族性腫瘍についての臨床研究を推進し, 岐阜県における日本遺伝性乳癌卵巣癌総合診療制度機

構（JOHBOC）の基幹施設となるためフィールド活動を推進している。 
③また岐阜薬科大学と基礎的な共同研究（がん細胞の新規細胞死のメカニズム“フェロトーシス”）を行

い, 卵巣がん・子宮頸がんの新規治療法開発を目標に実験的研究を行っている。 

2．名簿 
教授： 
准教授： 
助教： 
助教： 
助教： 
助教： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 
医員： 

森重健一郎 
古井辰郎 
早崎 容 
牧野 弘 
志賀友美 
竹中基記 
杉山三知代 
操 曉子 
波多野香代子 
寺澤恵子 
森 美奈子 
山本志緒理 
菊野享子 
上田陽子 
大塚かおり 
村瀬紗姫 
小池大我 
島岡竜一 
永田健太朗 

Ken-ichirou Morishige 
Tatsuro Furui 
You Hayasaki 
Hiroshi Makino 
Tomomi Shiga 
Motoki Takenaka 
Michiyo Sugiyama 
Asako Misao 
Kayoko Hatano 
Keiko Terazawa 
Minako Mori 
Shiori Yamamoto 
Kyoko Kikuno 
Yoko Ueda 
Kaori Otsuka 
Saki Murase 
Taiga Koike 
Ryuichi Shimaoka 
Kentarou Nagata 

3．研究成果の発表 
著書（和文） 

1） 古井辰郎. CQ3 乳癌患者の生殖医療を行う施設としてどのような施設が勧められるか？：日本がん・生殖

医療学会編. 乳がん患者の妊娠・出産と生殖医療に関する診療の手引き 2017 年版, 東京：金原出版；2017
年：34-36. 

2） 古井辰郎, 牧野弘, 寺澤恵子, 竹中基記, 山本晃央, 森重健一郎. 2.地域におけるがん・生殖医療ネットワー

ク構築：吉村泰典、小西郁生編. 最先端医療シリーズ 48 臨床医のための最新産科婦人科, 東京：先端医

療技術研究所；2017 年：134－38. 
3） 森重健一郎. 33 子宮頸がんで妊孕性温存療法の適応となるのは？勧められる治療法は？: 大須賀穣、鈴木

直編. がん・生殖医療ハンドブック, 大阪：MC メディカ出版；2017 年：230－234. 
4） 古井辰郎, 牧野弘, 寺澤恵子, 竹中基記, 菊野享子, 山本晃央, 森重健一郎. 48 わが国におけるがん・生殖医

療ネットワークとその役割は？—JSFP の取り組みを中心に：大須賀穣, 鈴木直編. がん・生殖医療ハンド

ブック, 大阪：MC メディカ出版；2017 年：324－328. 
 

著書（欧文） 
なし 
 

総説（和文） 
1） 杉山三知代, 川島英理子, 森重健一郎. 骨吸収抑制薬(2)ビスホスホネート薬以外―SERM, 抗 RANKL 抗

体, ビタミン D, 腎と骨代謝 2015 年；28 巻：145－149. 
2） 古井辰郎. がんと生殖に関する医療連携ネットワーク, 医学のあゆみ 2015 年；82 巻：1106－1111. 
3） 鈴木紀子, 永澤秀子, 水野智子, 森重健一郎. 5.低酸素をターゲットとした卵巣癌治療薬の展望, 産科と婦

人科 2015 年；82 巻：1106－1111. 
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4） 古井辰郎. がん治療と妊孕性温存～がん・生殖医療について～, 岐阜県医師会医学雑誌 2016 年；29 巻：

3－10. 
5） 森重健一郎. 若年がん患者の妊孕性温存, 日本産科婦人科学会誌 2016 年；68 巻：1823－1826. 
6） 古井辰郎. がん治療による卵巣機能低下と不妊，国内のがん・生殖医療の現状, 日本 IVF 学会雑誌 2016

年；19 巻：2－8. 
7） 森重健一郎, 杉山三知代. 治療 ビスホスホネート, 臨床婦人科産科 2016 年；70 巻：1036－1040. 
8） 古井辰郎, 牧野弘, 竹中基記, 菊野享子, 森重健一郎. AYA 世代癌患者の性腺機能障害,妊孕性低下に関する

諸問題と医療連携の重要性, 日本小児血液がん学会雑誌 2016 年；53 巻 3 号：212－218. 
9） 古井辰郎 , 森重健一郎 . 地域におけるがんと生殖医療ネットワーク , HORMANE FRONTIER IN 

GYNECOLORY 2016 年；23 巻：17－23. 
10） 森重健一郎. 若年がん患者の妊孕性温存, 千葉県産科婦人科医学会雑誌 2017 年；10 巻：89－90. 
11） 古井辰郎. がんと生殖医療－生殖医療医の立場から 医療連携による適切な妊孕性温存の適応と患者の自

己決定支援の重要性 【特集１】オンコロジーからみた がん・生殖医療の現状と問題点, 癌の臨床 2017
年；63 巻：197－202. 

12） 森重健一郎, 山本晃央, 古井辰郎. 医学的適応による妊孕性の温存, 日本医師会雑誌 2017 年；146 巻：

1200－1201. 
13） 野澤義則, 鈴木紀子, 平光美津子. 摂取カロリー制限の抗老化・寿命延長作用-その背景とメカニズム-, 東

海学院大学紀要 2017 年；11 巻：1－13. 
 
総説（欧文） 

1） Morishige KI. Traditional herbal medicine, Rikkunshito, for chemotherapy-induced nausea and 
vomiting. J Gynecol Oncol. 2017 28(5):10. CS 2.34 

 
原著（和文） 

1） 西城卓也, 大江直行, 池田貴英, 牛越博昭, 白橋幸洋, 高杉信寛, 松橋延壽, 矢野竜一朗, 渡邉珠代, 鈴木康

之. 国際認証の時代における臨床系教員養成のあり方, マギル大学での臨床教育研修プログラムの事例検

討 2015 年；46 巻：69－77. 
2） 古井辰郎, 牧野 弘, 竹中基記, 寺澤恵子, 山本晃央, 森重健一郎. がん・生殖医療における地域連携の現

状と問題点, 産婦人科の実際 2015 年；64 巻：1033－1037. 
3） 志賀友美, 高橋雄一郎, 岩垣重紀, 千秋里香, 浅井一彦, 松井雅子, 川鰭市郎. 帝王切開後 24 時間以内の低

分子ヘパリン投与の安全性と有効性の検討, 東海産科婦人科学会雑誌 2016 年；52 巻：111－117. 
4） 山田新尚, 安見駿佑, 島岡竜一, 大塚かおり, 鈴木真理子, 佐藤泰昌, 横山康宏, 浅野文祐, 清水省吾, 岩田 

仁, 森美奈子, 古井辰郎, 森重健一郎. 子宮全摘 16 年後に肺，肝，骨転移をきたした子宮平滑筋肉腫の 1
例, 臨床婦人科産科 2016 年；70 巻：879－883. 

5） 野澤義則, 鈴木紀子. 活性酸素と酸化ストレス応答―分子メカニズムの新たな展開, 東海学院大学紀要 

2016 年；10 巻：1－13. 
6） 小池大我, 志賀友美, 牧野弘, 森重健一郎. Intra-aortic balloon occlusion が有効であった産科危機的出血

の 1 例, 東海産科婦人科学会誌 2017 年；53 巻：49－53. 
7） 高橋麗奈, 志賀友美, 森重健一郎. von Willebrand病 type2B 合併妊娠の 2 例, 東海産科婦人科学会誌 2017

年；53 巻：85－91. 
8） 桑山太郎, 志賀友美, 古井辰郎, 寺澤恵子, 森重健一郎. 妊娠中に自己免疫性肝炎を発症し高度黄疸を呈し

た 1 例, 東海産科婦人科学会誌 2017 年；53 巻：145－152. 
9） 早崎容, 菊野享子, 坊本佳優, 森重健一郎. 膣閉鎖術既往がリスク因子になったと考えられる子宮穿孔・腹

膜炎を発症した子宮留膿症, 東海産科婦人科学会誌 2017 年；53 巻：323－328. 
 

原著（欧文） 
1） Noda Y, Kanematsu M, Goshima S, Kondo H, Watanabe H, Kawada H, Kawai N, Tanahashi Y, Furui T, 

Morishige K, Kyongtae T. Bae. Prenatal MR imaging diagnosis of placental invasion. Abdom Imaging. 
2015;40:1273-1278. CS 1.45 

2） Mizuno T, Suzuki N, Makino H, Furui T, Morii E, Aoki H, Kunisada T, Morishige K. Cancer stem-like 
cells of ovarian clear cell carcinoma are enriched in the ALDH-high population associated with an 
accelerated scavenging system in reactive oxygen species. Gynecologic Oncology. 2015;299-305. CS 4.31 

3） Nozawa-Suzuki N, Nagasawa H, Ohnishi K, Morishige K-I. The inhibitory effect of hypoxic cytotoxin 
on the expansion of cancer stem cells in ovarian cancer. Biochemical and Biophysical Research 
Communications. 2015;457:706-711. CS 2.51 

4） Kinose Y, Sawada K, Makino H, Ogura T, Mizuno T, Suzuki N, Fujikawa T, Morii E, Nakamura K, 
Sawada I, Toda A, Hashimoto K, Isobe A, Mabuchi S, Ohta T, Itai A, Morishige K-I, Kurachi H, 
Kimura T. IKK regulates VEGF expression and is a potential therapeutic target for ovarian cancer as 
an anti-angiogenic treatment. Mol. Cancer Ther. 2015;14:909-919. CS 5.61 

5） Isobe A, Sawada K, Kinose Y, Ohyagi-Hara C, Nakatsuka E, Makino H, Ogura T, Mizuno T, Suzuki N, 
Morii E, Nakamura K, Sawada I, Toda A, Hashimoto K, Mabuchi S, Ohta T, Morishige K, Kurachi H, 
Kimura T. Interleukin 6 receptor is an independent prognostic factor and a potential therapeutic 
target of ovarian cancer. Plos One Feb 6. 2015;10:Article number e0118080. CS 3.11 
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6） Suzuki M, Matsushima-Nishiwaki R, Kuroyanagi G, Suzuki N, Takamatsu R, Furui T, Yoshimi N, 
Kozawa O, Morishige K-I. Regulation by heat shock protein 22 (HSPB8) of transforming growth 
factor-α-induced ovary cancer cell migration. Archives of Biochemistry and Biophysics. 2015;571:40-49. CS 2.89 

7） Nakamura K, Sawada K, Sugiyama M, Mabuchi S, Hisamatsu T, Nishio Y, Ito K, Kimura T, Kamiura 
S, Morishige K. Efficacy of raloxifene hydrochloride for the prevention of health care problems in 
patients who undergo surgery for endometrial cancer: a multicenter randomized clinical trial. Int J 
Gynecol Cancer. 2015;25:288-295. CS 2.09 

8） Takenaka M, Yano R, Hiraku Y, Shibata M, Hatano K, Yamamoto S, Sato K, Yamamoto K, Morishige 
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cystectomy of endometrial cysts. J Obstet Gynaecol Res. 2015;41:1234-1239. CS 1.18 

9） Iwagaki S, Miyazaki T, Mizuno T, Kondo H, Morishige KI. Novel pathophysiological cause for 
post-partum hemorrhage: Case report of post-partum hemorrhage with occult abnormal artery 
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11） Furui T, Takenaka M, Makino H, Terazawa K, Yamamoto A, Morishige K-I. An evaluation of the Gifu 
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effects-. Reproductive. Medicine and Biology. 2015.  
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imaging. Archives of Gynecology and Obstetrics. 2015. CS 1.84 

13） Makino H, Nishio S, Tsubamoto H, Shimada M, Nishikawa R, Kai K, Ito K, Mizuno T, Ushijima K, 
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Radiol Phys Technol. 2017;10:279-285. CS 0.78 
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4．研究費獲得状況 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：堀部敬三(独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター), 研究分担者：森重健一郎, 古

井辰郎；厚生労働科学研究費補助金(がん政策研究事業)：総合的な思春期・若年成人(AYA)世代のが

ん対策のあり方に関する研究；平成 27－29 年度；24,700 千円(19,000：2,850：2,850 千円) 
2） 研究代表者：森重健一郎, 研究分担者：古井辰郎, 鈴木紀子, 水野智子, 牧野 弘；学術研究助成基

金助成金基盤研究(C)：卵巣明細胞癌における癌幹細胞の同定とその治療抵抗性メカニズムの解明；

平成 26－28 年度；4,940 千円(2,600：1,040：1,300 千円) 
3） 研究代表者：鈴木紀子, 研究分担者：森重健一郎, 永澤秀子, 水野智子；学術研究助成基金助成金基

盤研究(C)：卵巣癌における血管新生阻害薬抵抗性を克服するための治療法開発-HIF 阻害剤の導入；

平成 25－27 年度；3,900 千円(2,100：800：1,000 千円) 
4） 研究代表者：森重健一郎, 研究分担者：永澤秀子(岐阜薬科大学), 鈴木紀子, 森美奈子；平成 27 年度

臨床研究推進支援経費：子宮頸癌における CD44v の発現と治療抵抗性の関連性の検討；平成 27 年

度；1,000 千円 
5） 研究代表者：永澤秀子(岐阜薬科大学), 研究分担者：森重健一郎, 鈴木紀子；平成 27 年度科学技術人

材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)平成 27 年度連携型共同研究

プロジェクト：がん微小環境における鉄代謝動態変動に基づく病態制御機構の解析；平成 27 年度；

300 千円 
6） 研究代表者：鈴木 直(聖マリアンナ医科大学), 研究分担者：古井辰郎, 二村 学, 大須賀穣, 小泉智

恵, 津川浩一郎, 高井 泰, 野木裕子, 髙木清孝, 杉本公平, 福間英祐, 矢形 寛, 松本広志, 大野真

司, 山内英子；厚労省科学研究費補助金(がん対策推進総合研究事業)：若年乳がん患者のサバイバー

シップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の構築；平成 28 年度；200 千円 
7） 研究代表者：鈴木紀子, 研究分担者：永澤秀子, 森重健一郎, 平山 祐, 森美奈子；平成 28 年度科学

技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(連携型)平成 28 年度連携型共

同研究プロジェクト：悪性度や治療抵抗性の高い子宮頸癌はフェロトーシス誘導で克服できるか；

平成 28 年度；1,000 千円 
8） 研究代表者：鈴木 直(聖マリアンナ医科大学), 研究分担者：古井辰郎, 加藤恵一, 湯村 寧, 高井泰，

木村文則. 川井清孝, 苛原 稔, 桑原 章, 渡邊知映, 小泉智恵；平成 28 年度子ども・子育て支援推

進調査研究事業国庫補助：若年がん患者に対するがん･生殖医療(妊孕性温存療法)の有効性に関する

調査研究；平成 28 年度；300 千円 
9） 研究代表者：古井辰郎；日本対がん協会 2016 年度リレー･フォー･ライフ・ジャパン「プロジェク

ト未来」研究助成金：小児･思春期･若年成人がん患者の妊孕性温存に関する医療連携構築を目的と

した社会システム作り(啓発･人材育成、各種資料作成、日本版 Oncofertility Consortium 構築とナ

ビゲータ制度の提案)；平成 28 年度；500 千円 
10） 研究代表者：永澤秀子(岐阜薬科大学), 研究分担者：平山 祐(岐阜薬科大学), 森重健一郎, 鈴木紀子, 

森美奈子, 竹中基記；平成 29 年度臨床研究推進支援経費：鉄依存的細胞死誘導による治療抵抗性婦

人科がんの新規治療法の開発；平成 29 年度；650 千円 
11） 研究代表者：古井辰郎；日本対がん協会 2017 年度リレー･フォー･ライフ・ジャパン「プロジェク

ト未来」研究助成金：小児･思春期･若年成人がん患者の妊孕性温存に関する医療連携構築を目的と

した社会システム作り(啓発･人材育成、各種資料作成、日本版 Oncofertility Consortium 構築とナ

ビゲータ制度の提案)；平成 29 年度；400 千円 
12） 研究代表者：鈴木 直(聖マリアンナ医科大学), 研究分担者：古井辰郎；厚生労働科学研究費補助金

(がん政策研究事業)：小児・AYA 世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関

する心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究；2017－2019 年度；8,090 千円(200：200：200 千

円) 

2）受託研究 
なし 

3）共同研究 
なし 
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5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
1）学会役員 
森重健一郎： 
1） 日本産科婦人科学会理事(平成 27 年 6 月～平成 29 年 6 月) 
2） 日本産科婦人科学会代議員(～平成 27 年 6 月、平成 29 年 6 月～現在) 
3） 日本内分泌学会評議員(～現在) 
4） 日本婦人科腫瘍学会理事(～平成 28 年 6 月) 
5） 日本婦人科腫瘍学会常務理事(平成 28 年 7 月～現在) 
6） 東海産科婦人科学会理事(～現在) 
7） 日本女性医学学会理事(～現在) 
8） 日本母性衛生学会代議員(～現在) 
9） 婦人科悪性腫瘍研究機構(JGOG)理事(～現在) 

10） 日本生殖内分泌学会理事(平成 27 年 4 月～現在) 
11） 日本生殖内分泌学会評議員(平成 27 年 4 月～現在) 
12） 婦人科がんバイオマーカー研究会理事(～現在) 
13） 日本がん・生殖医療学会副理事長(～現在) 
 
古井辰郎： 
1） 日本生殖医学会幹事(～平成 28 年 6 月) 
2） 日本生殖医学会代議員(～現在) 
3） 日本生殖内分泌学会評議員(～現在) 
4） 日本産婦人科乳腺医学会評議員(～現在) 
5） 日本 IVF 学会評議員(～現在) 
6） IFFS International Meeting 2015 組織委員(～現在) 
7） 東海産科婦人科学会幹事(～現在) 
8） 日本がん・生殖医療学会理事(～現在) 
9） 日本生殖心理学会理事(平成 28 年 4 月～現在) 

2）学会開催 
森重健一郎： 
1） 第 136 回東海産科婦人科学会学術集会(平成 28 年 2 月, 岐阜) 
2） 第 22 回日本女性医学学会ワークショップ(平成 29 年 3 月, 岐阜) 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
森重健一郎： 
1） 第 20 回日本女性医学学会ワークショップ(平成 27 年 2 月, 盛岡, シンポジウム「婦人科腫瘍学と女

性医学の連携」シンポジスト) 
2） 第 12 回阪神婦人科・内分泌研究会(平成 27 年 3 月, 西宮, 特別講演「若年がん患者における生殖機

能の問題」演者) 
3） 第 12 回阪神婦人科・内分泌研究会(平成 27 年 3 月, 西宮, 特別講演「生殖臓器と卵巣機能を失った

人へのケア～HRT の重要性と問題点～」演者) 
4） 第 57 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会(平成 27 年 8 月, 盛岡, 招聘講演 15「婦人科癌治療最新トピ

ックス」座長) 
5） 第 30 回日本女性医学学会学術集会(平成 27 年 11 月, 名古屋, スポンサードセミナー2「女性医学に

対する、ワンランク上の漢方療法を目指して」座長) 
6） 第 4 回日本 HBOC コンソーシアム学術総会(平成 28 年 1 月, 東京, シンポジウム 4「乳房と卵巣：

よりよい QOL のために」座長) 
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7） 第 68 回日本産科婦人科学会学術講会(平成 28 年 4 月, 東京, International Workshop for Junior 
Fellows「How to diagnose the uterine sarcoma」座長) 

8） 第 23 回中四国 GnRH 研究会(平成 28 年 8 月,岡山, 特別講演「婦人科がんの妊孕性温存治療」演者) 
9） JSAWI.org 第 17 回シンポジウム(平成 28 年 9 月, 淡路, イブニングセミナー「卵巣がんの妊孕性温

存手術とがん・生殖医療」演者) 
10）第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, 小児思春期、若年がん患者の妊孕性温存に

関するガイドライン作成のためのコンセンサスミーティングプログラム「婦人科がん患者の妊孕性

温存に関するガイドライン」演者) 
11） 第 31 回日本女性医学学会(平成 28 年 11 月, 京都, モーニングセミナー2「皮膚科医が考えるアンチ

エイジング－丈夫な皮膚はからだの中から外から」座長) 
12） 第 31 回日本女性医学学会(平成 28 年 11 月, 京都, シンポジウム 6「重症不定愁訴のその裏に」座長) 
13） 第 19 回日本骨粗鬆症学会(平成 29 年 10 月, 大阪, 特別講演「産婦人科医から見た骨粗鬆症診療」座

長) 
 
古井辰郎： 
1） 日本産婦人科医会東海ブロック協議会(平成 27 年 8 月, 岐阜, ランチョンセミナー「ホルモン療法に

おける適切なエストロゲンと黄体ホルモンの使い方」座長) 
2） 第 12 回東海 ART カンファレンス(平成 28 年 2 月, 名古屋, 特別講演「着床前診断、着床前スクリー

ニングの現況と展望」座長) 
3） 第 38 回日本造血細胞移植学会総会(平成 28 年 3 月, 名古屋, シンポジウム「女性患者の造血細胞移

植における不妊予防および医療連携」シンポジスト) 
4） 日本 A-PART 学術講演会 2015(平成 28 年 3 月, 東京, シンポジウム 2「がん専門医と生殖医療医の

連携」シンポジスト) 
5） ジャパンキャンサーフォーラム(平成 28 年 8 月, 東京, 特別講演「若年がん患者さんの将来の妊娠・

出産(妊孕性温存)について」演者) 
6） 第 1 回日本がんサポーティブケア学会学術集会(平成 28 年 9 月, シンポジウム「生殖医療からみたが

ん・生殖医療の現状と問題点」シンポジスト) 
7） 第 16 回中部小児がんトータルケア研究会(平成 28 年 10 月, 岐阜, 特別講演「小児のがん治療と生殖

機能および医療連携の意義と現状」演者) 
8） Oncofertility Consortium JAPAN meeting 2016(平成 28 年 12 月, 横浜, 特別講演「日本における

がん・生殖医療連携の課題と対策案：総合的 AYA 世代がん対策(堀部班)の研究から」演者) 
9） がん・生殖医療における地域ネットワークと他施設連携(平成 29 年 1 月, 横浜, 特別講演「若年乳が

ん患者の妊孕性温存に関する心理支援セミナー」演者) 
10） 生殖医療技術者のためのリカレントセミナー名古屋(平成 29 年 2 月, 名古屋, 特別講演「がん患者の

妊孕性温存と胚培養士の役割～岐阜県がん・生殖医療ネットワークの取組から～」演者) 
11） 第 60 回東海乳腺疾患懇話会(平成 29 年 4 月, 名古屋, 特別講演「乳癌患者の妊孕性温存に関する諸

問題の岐阜モデル現状と課題」演者) 
12） 第 60 回東海乳腺疾患懇話会(平成 29 年 4 月, 名古屋, パネルディスカッション「症例から考える乳

がん患者の妊孕性温存」パネリスト) 
13） 第 59 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会(平成 29 年 7 月, 熊本, 合同企画「日本生殖医学会

Oncofwetility の取り組み：連携体制の構築」座長) 
14） 第 23 回オンコロジーセミナー(平成 29 年 9 月, 東京, 特別講演「小児思春期、若年がん患者の妊孕

性低下およびその対策に関する現状と対策」演者) 
15） 第 57 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会(平成 29 年 9 月, 岡山, ワークショップ 5「本邦にお

けるがん・生殖医療に関する医療連携の現状および課題」演者) 
16） 第 20 回日本 IVF 学会(平成 29 年 10 月, 仙台, 特別講演「がん・生殖医療医療の全国の現状」演者) 
 
牧野 弘： 
1） 第 137 回東海産科婦人科学会(平成 29 年 3 月, 名古屋, 専攻医教育プログラム 2「再発卵巣がんの化

学療法」演者) 
 

志賀友美： 
1） 第 42 回日本産婦人科医会学術集会(平成 27 年 10 月, 新潟, Young Power Session「FGR 児における
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血流評価」シンポジスト) 
 
森美奈子： 
1） 第 68 回日本産科婦人科学会学術講会(平成 28 年 4 月, 東京, ミニワークショップ 14「子宮頸癌にお

ける CD44v と xCT の発現と役割」演者) 
 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 古井辰郎：平成 29 年度日本生殖医学会 RMB 優秀論文賞(平成 29 年度) 

9．社会活動 
森重健一郎： 
1） 岐阜県周産期医療協議会委員副委員長(～現在) 
2） 岐阜県不妊治療者支援委員会委員長(～現在) 
3） 岐阜県医師会母体保護法指定医審査委員会委員(～現在) 
4） 岐阜県周産期医療協議会ワーキング会議委員(～現在) 
5） 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員(平成 27 年 12 月～現在) 
 
古井辰郎： 
1） 岐阜県特定不妊治療助成事業施設審査担当委員(～現在) 
2） 岐阜県不妊治療者支援委員会委員(～現在) 
3） 日本専門医制評価・認定機構研修施設訪問調査サーベイヤー(～現在) 
4） 岐阜県周産期医療協議会ワーキング会議委員(～現在) 
5） 岐阜県医師会母体保護法指定医審査委員会委員(～現在) 
6） 岐阜スポーツ科学トレーニングセンター相談員(～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
なし 

12．自己評価 
評価 

「研究の概要」の①については, 日本がん生殖医療学会の活動を中心にして, 厚生労働科研・AMED の調

査研究を進めて, 岐阜県のみならず全国における若年がん患者の妊孕性温存の実態調査, 問題点につい

て明らかにして学会, 厚生労働省への報告書, 公開講座などで明らかにしてきた。また岐阜県内のネット

ワークの活動を継続して年に一回検討会を定期的に行い医師だけでなく看護師・カウンセラーなどに広

げる試みを継続している。②については腫瘍外科とも協力して岐阜県内でのネットワーク構築を進める

ため JOHBOC の登録施設申請を終了し, 臨床研究に参加している。また遺伝性がんの予防的手術, サー

ベイランスが行える体制を整備した。③については大学院生の研究の中で卵巣がん・子宮頸がんについ

て, がん治療における治療抵抗性のもととなっている“がん幹細胞”の同定・発生環境に関する研究を

進めて, 学会・論文発表を行ってきた。 
 

現状の問題点及びその対応策 
教室のマンパワーの不足が最大の問題点である。現状では，ほとんどの人手が臨床に忙殺され，研究室

での作業が困難である。人員確保に尽力し，また現有勢力で能率的な研究時間の確保が出来るよう今ま

で以上に努力したい。 
 

今後の展望 
上記①②についてはそれぞれの調査研究を岐阜県内のみならず, 全国規模の調査で主導的立場に立って, 
学会・論文発表を行い, それぞれの分野の発展に貢献したい。 
③についてはがん細胞の新規細胞死(フェロトーシス）に注目し岐阜薬科大学・東京農工大学などと新規
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化合物を細胞実験・動物実験へ応用して新知見を得たい。この分野はまだ発展途上であり今後大きな発

展が期待できる。 
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（7）放射線医学分野 

1．研究の概要 
1) 画像診断・IVR 関連：CT・MRI・核医学を用いた研究や, IVR(インターベンショナルラジオロジー)によ

る治療を研究課題としている。腹部臓器領域では, 肝がん・膵がんの早期診断, 悪性腫瘍の術前診断に関

する研究, ならびに緊急塞栓術・術前塞栓術などの IVR で業績を上げてきた。MDCT を駆使した仮想内

視鏡(Virtual endoscopy, CT colonography)に関する研究は 1,000 例を超える症例を検討し、成果を上げて

いる。また, 中枢神経領域の核医学による脳血流SPECTの定量化の比較検討や, 頭頸部領域におけるMRI
拡散強調画像に関する研究にも取り組んできた。平成 25 年に設置された乳腺トモシンセシスは新しい断

層装置であり, 従来のマンモグラフィに加え, 乳房の画像診断に利用している。 
IVR 治療では, 従来行ってきた血管系 IVR や非血管系 IVR を充実させており, 特に緊急 IVR においては

全国屈指の件数を施行している。この臨床経験から得られた知見をまとめ, 臨床研究として成果を上げて

いる。 
2) 放射線治療関連：高精度放射線治療装置ノバリス Tx の導入以来, 脳・頭頸部・体幹部の定位照射や前立

腺を中心とした IMRT といった高精度照射に取り組んできた。近年は IMRT の対象を前立腺癌から頭頚

部癌, 子宮頸癌などの骨盤内悪性腫瘍, 脳腫瘍にも拡大し, 件数も急増してきた。臨床研究として乳癌など

の照射における線量分布改善を目指す照射方法の確立, I-125 密封線源を用いた前立腺癌小線源療法に関

する研究を行ってきた。さらに近年は, 基礎研究およびトランスレーショナル・リサーチにも力を入れ, 放
射線治療の効果をさらに高め, それを実臨床へ還元するべく研究を進めている。 

3）他分野, 他大学との共同研究：コンピュータによる画像診断支援システムであるコンピュータ診断支援シ

ステム(CAD)は, 再生分子統御学講座, 知能情報イメージ分野の専門分野であり, 各種臓器の機能診断, 
悪性腫瘍の診断, 臨床応用で共同研究を行い, 高度な成果を上げてきた。応用生物科学部とも共同で放射

線治療分野・IVR 分野における新たな治療法やデバイス開発を目指して基礎研究を進め, 成果を上げてい

る。また, 他大学との共同研究では, 富山大学医学部放射線基礎医学講座および岐阜薬科大学創薬化学大

講座との共同研究である次世代画像診断に基づく高精度放射線治療技術の開発に関する研究を推進して

いる。 
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4．研究費獲得状況 
 
1）競争的資金 
1） 研究代表者：五島聡, 研究分担者：野田佳史, 河合信行；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：

T1ρmap 解析による肝線維化初期群検出プログラムの構築；平成 27－29 年度；3,120 千円(1,430：
1,040：650 千円) 

2） 研究代表者：松尾政之, 研究分担者：村井太郎, 芝本雄太, 杉江愛生, 河合辰哉；学術研究助成基金

助成金基盤研究(B)：臨床応用を目的とした放射線治療における再酸素化とエネルギー代謝の解明；

平成 27－29 年度；17,940 千円(11,180：3,380：3,380 千円) 
3） 研究代表者：松尾政之, 研究科長・医学部長裁量経費(重点的配分)：次世代画像診断に基づく高精度

放射線治療技術の開発；平成 28 年度；1,000 千円 
4） 研究代表者：加藤博基, 研究分担者：水田啓介, 青木光広, 田中秀和, 松尾政之；学術研究助成基金

助成金基盤研究(C)：ASL を用いた頭頸部扁平上皮癌に対する放射線治療の治療効果予測；平成 28
－30 年度；1,300 千円(780：260：260 千円) 

5） 研究代表者：田中秀和, 大学活性化経費(研究：一般研究支援)：腋窩郭清省略例における乳癌術後照

射法の最適化；平成 28 年度；800 千円 

6） 研究代表者：川田紘資, 研究分担者：五島聡, 野田佳史, 河合信行, 子安裕美, 松尾政之；学術研

究助成基金助成金基盤研究(C)：非造影 MRI 画像を用いたステントグラント内挿術後の大動脈瘤予

後予測システムの開発；平成 28－30 年度；4,030 千円(2,080：1,300：650 千円) 
7） 研究代表者：川田紘資；ノバルティスファーマ研究助成：腹部大動脈瘤に対するステントグラフト

内挿術後の患者を対象とした ASL 法を用いた単純 MRI による治療効果予測システムの開発；平成

28 年度；500 千円 
8） 研究代表者：野田佳史, 研究分担者：兼松雅之, 五島聡, 近藤浩史, 渡邊春夫, 棚橋裕吉, 河合信行；

学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：Diffusion kurtosis imaging を用いた 2 型糖尿病発症予測；

平成 26－28 年度；3,250 千円(1,690：910：650 千円) 
9） 研究代表者：子安裕美, 研究分担者：川田紘資, 河合信行, 松尾政之, 野田佳史, 五島聡, 棚橋裕吉；

学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：局所高分解能微小灌流画像解析による膵機能および初期線維

化抽出プロトコルの構築；平成 28－30 年度；3,250 千円(1,560：1,040：650 千円) 
10） 研究代表者：古井滋(帝京大学), 研究分担者：五島聡；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：膵癌

術後出血に対する止血術における肝血流温存を目的とした灌流システムの開発；平成 28－30 年度；

3,770 千円 
11） 研究代表者：河合信行, 研究分担者：五島聡, 川田紘資, 野田佳史, 棚橋裕吉, 子安裕美, 松尾政

之；学術研究助成基金助成金基盤研究(C)：上腹部領域の MRI 撮像における超時短プロトコルの標

準化；平成 29－31 年度；2,990 千円(1,430：910：650 千円) 
12） 研究代表者：野田佳史, 大学活性化経費(研究：一般研究支援)：MRI パラメータを用いた膵微細構造

解析による糖尿病発症予測に関する包括的研究；平成 29 年度；900 千円 

2）受託研究 
1） 松尾政之：骨シンチグラフィ検査における定量指標による骨転移治療モニタリングの有用性評価；
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平成 29－30 年度；1,404 千円：日本メジフィジックス株式会社 
2） 松尾政之：静脈洞血栓症における頭部ルーチン MRI 撮像法の診断能の比較検討；平成 29－30 年度；

1,544 千円：近土写真製版株式会社 
3） 松尾政之：間質性肺炎合併肺癌の術後間質性肺炎急性憎悪におけるイメージングバイオマーカーの

確立；平成 29－31 年度；421 千円：近土写真製版株式会社 
4） 五島聡：CT 画像を用いた自動血管追跡による画像下治療支援ソフトウェアの開発；平成 29－31 年

度；1,350 千円(810：540 千円)：富士フイルムメディカル株式会社 

3）共同研究 
1） 五島聡：イオバロン注を使用した腹部 CT 及び冠動脈 CT 検査における投与ヨード量と造影効果に関

する観察研究；平成 24-28 年度；866 千円：バイエル薬品株式会社 
2） 五島聡：日常診療科でのガドキセト酸ナトリウム肝造影 MRI～肝細胞造影相における肝エンハンス

メントと肝機能に関わる臨床検査項目との相関性ならびに肝細胞造影相撮像タイムポイントに関す

る検討～；平成 24-28 年度；693 千円：バイエル薬品株式会社 
3） 五島聡：MRI-based assessment of the risk factor for hepatocellular carcinoma of chronic hepatitis 

type C after anti-viral therapy；平成 29－34 年度；期間内登録症例数辺り 16 千円(125 症例見込み：

2,000 千円)：山梨大学医学部放射線医学講座 

5．発明・特許出願状況 
なし 

6．学会活動 
 
1）学会役員 
 松尾政之： 

1） 日本医学放射線学会総会プログラム委員(平成 28 年 9 月～平成 30 年 4 月) 
2） 日本放射線腫瘍学会 代議員(平成 28 年 8 月～現在) 
3） 日本磁気共鳴医学会 代議員(医師部門)(平成 29 年 9 月～現在) 
4） 日本医学会総会登録委員会・副委員長(平成 28 年 10 月～平成 31 年 9 月) 
5） 日本医学放射線学会中部地方会世話人(平成 28 年 1 月～現在) 
6） 日本インターベンショナルラジオロジー学会中部地方会世話人(平成 28 年 1 月～現在) 
7） 日本核医学会中部地方会世話人(平成 29 年 8 月～現在) 
8） 日本放射線外科学会 治療部門世話人(～現在) 
 
加藤博基： 
1） 頭頸部放射線研究会幹事(平成 23 年～現在) 
2） 日本医学放射線学会画像診断ガイドライン頭頸部小委員会委員(平成 27 年) 
3） 10th Asian Oceanian Congress of Neuroradiology(AOCNR2015)Scientific Program Committee 

(2015 年 1 月～2015 年 11 月) 
4） 頭頸部放射線研究会 教育委員(平成 28 年～現在) 
5）日本医学放射線学会中部地方会世話人(平成 29 年～現在) 
 
五島聡： 
1） 日本救急放射線研究会世話人(～現在) 
2） 日本医学放射線学会画像診断ガイドライン作成委員(～現在) 
3） 日本腹部放射線学会 評議員(平成 29 年～現在) 
4） 日本磁気共鳴学会 国際交流委員(平成 29 年～現在) 
5） International Congress of Magnetic Resonance Imaging International committee(～現在) 
6） 日本インターベンショナルラジオロジー学会 代議員(～現在) 
7） 日本インターベンショナルラジオロジー学会 編集委員(平成 29 年～現在) 
8） 日本インターベンショナルラジオロジー学会 メディカルスタッフ教育委員(平成 29 年～現在) 
9） 北米放射線学会 Liver Imaging Reporting and Data System(LI-RADSv2020)International 

working Group(平成 28 年～現在) 
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浅野隆彦： 
1） 日本核医学会中部地方会世話人(～現在) 
 
富松英人： 
1） 消化管 CT 研究会世話人(平成 21 年 2 月～平成 28 年 12 月) 

2）学会開催 
なし 

3）学術雑誌 
なし 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
松尾政之： 
1） The 6th International Society of Radiation Neurobiology Conference ISRN-2016-Nagasaki(2016. 

02, Nagasaki, SymposiumⅡ: Clinical Science; Discussion Chair) 
2） 第 75 回日本医学放射線学会総会(平成 28 年 4 月, 横浜, シンポジウム 6「悪性脳腫瘍に対する放射

線治療戦略と治療前後の画像診断の役割」4. 悪性膠芽腫に対する放射線治療：メチオニン PET の

役割(Radiation Therapy for Glioblastoma Multiforme:Role of methionine PET)シンポジスト) 
3） 第 40 回日本核医学技術学会東海地方会総会(平成 28 年 5 月, 名古屋, 特別講演「脳腫瘍に対する放

射線治療：メチオニン PET の有用性について」演者) 
4） 第 32 回日本診療放射線技師学術学会(平成 28 年 9 月, 岐阜, 教育講演 4「放射線治療によるチーム

医療：診療放射線技師への期待」演者) 
5） 第 32 回日本診療放射線技師学術学会(平成 28 年 9 月, 岐阜, 岐阜シンポジウム 3(PET)「PET 画像

による放射線治療の最前線」座長) 
6） 第 32 回日本診療放射線技師学術学会(平成 28 年 9 月, 岐阜, 岐阜シンポジウム 3(PET)「分子画像と

放射線治療の融合」シンポジスト) 
7） 第 54 回日本癌治療学会学術集会(平成 28 年 10 月, 横浜, イブニングセミナー2「高精度放射線治療

の最新情報アップデート ～サイバーナイフとトモセラピー～」演者) 
8） 第 56 回日本核医学会学術総会(平成 28 年 11 月, 名古屋, 招待講演「分子画像と放射線治療の融合」

演者) 
9） 日本放射線腫瘍学会第 29 回学術大会(平成 28 年 11 月, 京都, ランチョンセミナー1「Advancing 

radiation therapy through software innovation」座長) 
10） 日本放射線腫瘍学会第 29 回学術大会(平成 28 年 11 月, 京都, 示説 35「放射線生物」座長) 
11） 第 15 回九州放射線治療システム研究会(平成 29 年 1 月, 福岡, 特別講演「分子画像が放射線治療に

もたらす新展開」演者) 
12） 第 76 回日本医学放射線学会総会(平成 29 年 4 月, 横浜, シンポジウム 5「高精度放射線治療と画像

診断：放射線治療前の画像評価」シンポジスト) 
13） 日本放射線腫瘍学会第 30 回学術大会(平成 29 年 11 月, 大阪, 教育講演 8「脳腫瘍」演者) 
 
加藤博基： 
1） 第 43 回頭頸部・胸部画像研究会(平成 27 年 5 月, 東京, 特別講演「頭頸部領域の間葉系腫瘍」演者) 
2） 10th Asian Oceanian Congress of Neuroradiology(AOCNR2015)(平成 27 年 11 月, 博多, Featured 

Symposium「CT and MR imaging of cervical lymph node metastasis of squamous cell carcinoma」
演者) 

3） 第 40 回日本頭頸部癌学会(平成 28 年 6 月, 大宮, 招待講演「頸部リンパ節転移の治療前画像診断の

ポイント・問題点」演者) 
4） Advanced Medical Imaging 研究会(SAMI2016)(平成 28 年 7 月, 東京, 招待講演「頭頸部画像診断

の進歩」演者) 
5） 第 76 回日本医学放射線学会総会(平成 29 年 4 月, 横浜, シンポジウム 8「救急疾患における画像診

断：そこはバント？ホームラン狙い？～悩ましい症例から学んだこと Imaging findings of 
non-traumatic emergent conditions of the head and neck」シンポジスト) 
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6） 第 53 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 29 年 9 月, 松山, 教育講演「鼻副鼻腔領域の解剖」

演者) 
7） 第 171 回日本耳鼻咽喉科学会東海地方部会連合会(平成 29 年 12 月, 岐阜, 耳鼻咽喉科領域講習「頭

頸部領域の画像診断 －minimum requirement－」演者) 
 
五島聡： 
1） Radiological Society of the Republic of China, annual meeting 2015(平成 27 年 3 月,台北,招待講演

「EOB-enhanced MRI: Appropriate Injection Method, Scan Protocol, and Interpretation for the 
Diagnosis of HCC」演者) 

2） 71st Korean Congress of  Radiology(平成 27 年 9 月, ソウル, 招待講演「Reduction of Iodine Dose 
for the Hepatic CT: Theoretics of Contrast Material and Clinical Application.」演者) 

3） Asia Pacific Liver Imaging Symposium (平成 27 年 9 月, ソウル, シンポジウム「Current issues 
from EOB-MRI in non-cirrhotic liver」シンポジスト) 

4） 第 51 回日本医学放射線学会秋期臨床大会(平成 27 年 10 月, 盛岡, 招待講演「EOB・プリモビスト

造影 MRI による診断エビデンス」演者) 
5） 第 35 回日本画像医学会(平成 28 年 2 月, 東京, シンポジウム「救急画像診断 腹部救急」シンポジ

スト) 
6） 第 35 回日本画像医学会(平成 28 年 2 月, 東京, シンポジウム「肝胆膵腫瘍類似疾患」シンポジスト) 
7） 4th International Congress on Magnetic Resonance Imaging(2016.03, Seoul, 招 待 講 演

「State-of-the-art clinical application of gadoxetic acid-enhanced MRI: Injection method, scan 
protocol, interpretation for the diagnosis of HCC, and clinical significance  in practice 
guidelines」演者) 

8） 第 75 回日本医学放射線学会総会(平成 28 年 4 月, 横浜, 招待講演「Reduction of Iodine Dose for the 
Hepatic CT: Theoretics of Contrast Material and Clinical Application」演者) 

9） 第 75 回日本医学放射線学会総会(平成 28 年 4 月, 横浜, 招待講演「Diagnostic Imaging of Liver 
Metastases」演者) 

10） 第 45 回日本インターベンショナルラジオロジー学会(平成 28 年 5 月, 名古屋, 招待講演「岐阜大学

における AZUR CX の使用経験」演者) 
11） 第 30 回日本腹部放射線学会(平成 28 年 6 月, 金沢, 招待講演「肝 MRI 撮像の最新技術」演者) 
12） Society of Advanced Medical Imaging 2016(平成 28 年 7 月, 東京, 招待講演「Minimally Required 

Iodine Dose for the Detection of Hypervascular Hepatocellular Carcinoma on 80-kVp CT」演者) 
13） 第 32 回日本診療放射線技師学術大会(平成 28 年 9 月, 岐阜, 招待講演「肝胆膵の画像診断」演者) 
14） 第 44 回日本磁気共鳴医学会大会(平成 28 年 9 月, 埼玉, 招待講演「Clinical Significance of New 

Advanced MRI Technique」演者) 
15） 日本放射線技術学会中部支部 MR 研究会(平成 29 年 1 月, 名古屋, 招待講演「最新技術を用いた上腹

部 MRI 診断」演者) 
16） 第 36 回日本画像医学会(平成 29 年 2 月, 東京, 招待講演「EOB 造影 MRI における診断のポイント」

演者) 
17） 5Th International Congress on Magnetic Resonance Imaging(平成 29 年 3 月, ソウル, シンポジウ

ム「Past Development of DWI in Abdominal MRI」演者, 座長) 
18） 岐阜県技師会 MR 研究会(平成 29 年 3 月, 岐阜, 招待講演「肝 MRI 診断～過去、現在、未来～」演

者) 
19） 6th Asian Congress of Abdominal Radiology(平成 29 年 4 月, 釜山, 招待講演「CT Technique 

Update: Dual Energy CT in Abdominal Imaging」演者) 
20） 25th International Society of Magnetic Resonance in Medicine(平成 29年 4月, ホノルル, 招待講演

「Liver DWI」演者) 
21） 第 76 回日本医学放射線学会総会(平成 29 年 4 月, 横浜, 招待講演「Diffuse Liver Disease: Liver 

cirrhosis」演者) 
22） 第 45 回日本磁気共鳴医学会大会(平成 29 年 9 月, 宇都宮, KSMRM-JSMRM シンポジウム

「Contrast-enhanced MRI of the liver; From the perspectives of Korean and Japanese experts. 
Non-hypervascular nodule in the cirrhotic liver」シンポジスト) 

23） 第 45 回日本磁気共鳴医学会大会(平成 29 年 9 月, 宇都宮, 招待講演「EOB 造影 MRI 最新撮像技術」

演者) 
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24） 第 45 回日本磁気共鳴医学会大会(平成 29 年 9 月, 宇都宮, 招待講演「Novel liver MRI technique: 
What we can do in the first year of compressed SENSE」演者) 

25） 第 53 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 29 年 10 月, 松山, 招待講演「Fast kVp Switching 
Dual Energy CT 最前線－躯幹部を中心に－」演者) 

26） 第 53 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 29 年 10 月, 松山, 招待講演「胆嚢良性疾患の画像診

断」演者) 
 
浅野隆彦： 
1） 日本医学放射線学会第 159 回中部地方会(平成 28 年 1 月, 名古屋, 【診断 2】セッション 10「中枢

神経 1」座長) 
 
富松英人： 
1） 第 51 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 27 年 10 月,岩手,教育講演,「CT コロノグラフィーの

現況」演者) 
2） 第 52 回日本医学放射線学会秋季臨床大会(平成 28 年 9 月, 東京, 研修医セミナー「消化管造影検査

から学ぶ画像診断」演者) 
 
田中秀和： 
1） 第 53 回日本癌治療学会学術集会(平成 27 年 10 月,京都, 示説「Uterine Cervix 4: Multidiscipline 

Treatment」モデレーター) 
2） 日本医学放射線学会第 160 回中部地方会(平成 28 年 6 月, 金沢, セッション 8「頭頸部」座長) 
3） 日本医学放射線学会第 161 回中部地方会(平成 29 年 2 月, 三重, セッション 8「肺、乳腺」座長) 
 
川田紘資： 
1） 第 60 回関西 IVR 研究会・第 59 回中部 IVR 研究会合同地方会(平成 28 年 2 月, 大阪, シンポジウム

「緊急 IVR 体制に関する当院の取り組み」シンポジスト) 
2） 第 60 回関西 IVR 研究会・第 59 回中部 IVR 研究会合同地方会(平成 28 年 2 月, 大阪, シンポジウム

「緊急 IVR 体制に関する当院の取り組み」座長) 
 
野田佳史： 
1） 第 43 回日本磁気共鳴学会(平成 27 年 9 月, 東京, 教育講演「膵臓の MRI 診断 Update：拡散強調画

像を中心に」演者) 
2） JCR ミッドサマーセミナー2017(平成 29 年 7 月, 神戸, 招待講演「膵癌取扱い規約改定に伴う画像

診断医の役割」演者) 

8．学術賞等の受賞状況 
1） 加藤博基：JJR Exellent Reviewer Award in 2014（平成 27 年度） 
2） 野田佳史：岐阜学術協議会 平成 27 年岐阜医学奨励賞(平成 27 年度) 
3） 松尾政之：American Society for Radiation Oncology 2016 Annual Meeting:ARRO Poster Walk(平

成 28 年度) 
4） 川田紘資：ISMRM Travel Award(平成 28 年度) 
5） 野田佳史：日本医学放射線学会板井研究奨励賞(平成 28 年度) 
6） 野田佳史：ISMRM Travel Award(平成 28 年度) 
7） 野田佳史：日本腹部放射線学会 バイエル奨励賞(平成 29 年度) 

9．社会活動 
松尾政之： 
1） 岐阜県最先端がん治療施設導入検討委員会作業部会員(平成 28 年度) 
2） 日本放射線腫瘍学研究機構 脳・神経系腫瘍委員会委員(平成 28, 29 年度) 

10．報告書 
1） 野田佳史, 五島聡, 近藤浩史, 渡邊春夫, 河合信行：Diffusion kurtosis imaging を用いた 2 型糖尿病

発症予測：科学研究費助成事業 実績報告書 
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11．報道 
1） 梶浦雄一：「研究室から 大学はいま」身近な病院で放射線治療を：岐阜新聞(2015 年 6 月 23 日) 
2） 松尾政之：「研究室から 大学はいま」放射線科, 3 本柱で診療担う：岐阜新聞(2016 年 5 月 31 日) 
3） 加藤博基：「研究室から 大学はいま」隠れた病気, 画像から発見：岐阜新聞(2017 年 12 月 19 日) 
4） 五島 聡：「研究室から 大学はいま」変革期を迎える画像診断学：岐阜新聞(2017 年 6 月 27 日) 
5） 富松英人：「研究室から 大学はいま」「大腸 CT」でがんの検査を：岐阜新聞(2017 年 3 月 7 日) 

 

12．自己評価 
評価 

画像診断の研究は, 画像診断・機器の至適撮影技術, 画像解析すべてに網羅される。画像診断用の新し

いソフトや CAD(コンピュータ支援診断)について研究成果を上げてきた。IVR 分野では, 特に緊急 IVR
を中心に施行件数を増加させ, その経験から知見をまとめている。放射線治療関連では, 3 次元照射の線

量分布の改善に関する研究にて成果を上げた。また骨転移に対する適切な治療法および評価といった緩

和医療の研究も進めている。東海地区では, 当院が初めて前立腺癌に対する小線源治療を導入しており, 
引き続き良好な成果を上げてきた。この至適線量を得るため, 新しい CT・MRI のソフト開発も行って

きた。現在では, 応用生物科学部と共同研究で放射線治療分野・IVR 分野を中心に新たな治療法や治療

機器の開発に向けた基礎研究を行っている。 
 

現状の問題点及びその対応策 
数年前までは臨床研究が主なものであったが, 現在基礎研究も積極的に行っており, 各分野・他施設と

の共同研究を今まで以上に充実させる必要がある。また, 画像情報量の膨大化に伴い, その後の画像処

理・臨床業務に多くの負担がかかっていることに加え, 慢性的なマンパワー不足が続いているため, 将来

に向けて臨床・教育・研究が十分行える人的充実が必要である。 
 

今後の展望 
2013 年に乳腺トモシンセシスが導入され, 乳癌診断の症例が増加している。CT・MRI 機器の増加, 

Dual energy CT 等の最新機器も導入され, 画像診断による研究をさらに進めていく必要がある。IVR 領

域では, 従来行ってきた血管系 IVR や非血管系 IVR に加えて, 近年その有用性が報告されつつあるリン

パ管に関する IVR 治療を積極的に行っていくことで IVR 治療の適応拡大を目指していく。 
放射線治療関連では, これまで通り臨床研究を進めるとともに IMRT の適応をさらに拡大していく。

また, 細胞株・マウス・マイクロミニピッグを用いて, 放射線抵抗性の改善につながる基礎的な研究も並

行して進めていき, 放射線治療成績のさらなる改善に寄与したい。 
放射線治療領域・IVR 領域はいずれも基礎研究を進めており, その成果を実臨床に応用し, 新たな治療

法の確立を目指すとともに画像診断領域の基礎研究にもつなげていきたい。 
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（8）疫学・予防医学分野 

1．研究の概要 
疫学を方法論として用いたがんその他の生活習慣病のリスク要因を明らかにする研究を行っている。疫

学は病態解明より関連性を評価する学問であり, 対象も人間集団で, ライフスタイル・行動に重点をおい

ている。 
1）がんの疫学研究 

がん発症のリスク要因同定のため, 平成 4年に開始した高山市住民約 3万人を対象としたコホート研究 
(高山スタディ) を行っている。ベースライン時に食生活を中心とした健康と生活習慣に関する調査を行

っており, その後の各種のがん発生にどのような生活環境要因が関連するかを評価するものである。現在, 
がんの罹患情報入手が終了し, 解析および学術雑誌発表を行っている。また, 国内における他のがんコホ

ートとの共同研究によりプール解析を行っており, 日本人におけるエビデンスの構築に貢献している。ま

た、アジアにおけるがんコホートのコンソシアムに参加しプール解析に加わっている。 
乳がんに関しては, リスク要因候補として食習慣, 大豆摂取やイソフラボン代謝物, 夜間照明, メラト

ニン,  ビタミン D に着目し, これらの因子と乳がんのリスクマーカーであるエストロゲン値との関連性

について, 成人女性を対象に横断研究のデザインで評価してきた。最近では, 乳がんリスクは幼少期にお

いて規定されるという仮説から, 対象を幼児や学童に広げ, 尿中エストロゲン, メラトニンに関与する生

活環境要因を同定しようとしている。また, 乳腺組織密度と乳がんについて IARC およびハワイ癌センタ

ーと共同研究を行っている。 
2）生活習慣病等の疫学研究 

がん以外に, 心血管障害, 脳卒中, 糖尿病, 高脂血症, 高血圧症などの生活習慣病や白内障, 耳鳴, 花粉

症, 皮膚老化など生活習慣が関与すると考えられる疾患についても高山スタディによる前向き研究や一

般健康成人を対象とした横断研究で, リスク要因の同定と予防のあり方について研究を行っている。また, 
喘息, 鼻炎, 食物アレルギーについて幼児を対象に各種栄養素摂取量や生活環境因子の関与について横断

研究, 妊娠中からの追跡研究のデザインで研究を行っている。また, 腸内細菌叢の健康への関与について, 
小中学生を対象に研究を開始している。 

小学生を対象にコホート研究を開始しており，約 3000 名の小学生を 10 年ほどの追跡をする。 食事, 生
活習慣と肥満, 血中脂質, 血糖値との関連を調査することで, 成人期への肥満や生活習慣病の予防につな

げようとしている。加えて、アレルギー、心理的健康度、近視、腰痛、成長等も子供の健康指標として評

価する。 
3）栄養疫学研究 

食品, 栄養素, 特にイソフラボン摂取を中心にホルモンに関連する疾患や症状について関連性を研究し

てきた。日本の食品成分表に記載されていない食事成分、コリン、ベタイン、グリセミックインデックス、

メラトニン, アクリルアミドについて着目し, その健康影響を評価する研究を行っている。 
食事摂取の時刻、順番など時間栄養学の観点からも、健康指標との関連を調査している。 
幼児や学童の栄養習慣を把握する調査票を開発し、食事指導への活用方法を研究している。  
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6） 岐阜市健康政策課健幸創造会議委員(平成 28 年) 
7） 日本医療研究開発機構 革新的がん医療実用化研究事業プログラムオフィサー(平成 29 年～) 
8） 日本学術会議連携会員(平成 29 年 10 月 2 日～) 
 
 
和田恵子： 
1） 岐阜市保健医療審議会委員(平成 25 年 10 月～現在) 

10．報告書 
なし 

11．報道 
永田知里： 
1） 脳卒中死亡リスク納豆で 3 割、朝日新聞 (平成 29 年、2 月 19 日) 
2）「納豆」が効く！、週刊文春(平成 29 年 3 月 16 日) 

12．自己評価 
評価 

論文数が少なく, 研究費も獲得を目指す必要がある。 
 

現状の問題点及びその対応策 
データは蓄積されており，迅速で効率的な論文化を進める必要がある。そのためには大学院生など人

材の確保が重要となる。他分野との連携を念頭に，研究費獲得を目指す。 
 

今後の展望 
現在進行中の小児コホート研究，横断調査の遂行に努める。成人に比べがんその他の疾病が起こりに

くい集団であり,バイオマーカーやサロゲートマーカーの利用・開発が必要であると思われる。コホート

研究は年月を要する研究であり、現在もフィールドでのデータ収集が継続されるが、こうした研究実施

のプロセスで疫学の方法論に精通のみならず, 実際に研究を遂行, 指導できる専門家育成に努める。また、

一方、データ収集の完了した研究において論文化を進め、業績を上げる。複数の大学や研究所の共同に

よる大規模コホート研究も幾つか開始されるようになり当分野も参画しているが、 一方で各大学は小規

模であるが仮説性の高い研究や方法論に関わる研究など, 独自色ある成果が要求されると考えられる。

今後, ますますオリジナリティの高い研究を目指す。 
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（9）臨床腫瘍学分野 

1．研究の概要 
2008 年 11 月に立ち上げた新しい分野であり，最近特に重要性を増している臨床腫瘍学 Clinical 

Oncology を取り扱う。 
1）固形腫瘍について手術，内視鏡治療，化学療法，放射線治療など，集学的治療の構築と成績の分析を

行う。 
2）造血器腫瘍について新しいレジメンの開発と予後因子に基づいた層別化を行う。 
3）1，2 を達成する上で必要な臨床試験デザインの研究を行う。 

上記の研究を進めつつ，実際のがん化学療法の理論と実践を習得し，日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専

門医を取得する。 
4) 基礎研究として造血器腫瘍におけるインドールアミン酸素添加酵素(IDO)とその代謝産物であるキヌ

レニンの役割を検討する。 

2．名簿 
教授： 
教授： 
准教授： 
助教： 
 

伊藤 善規 
清水 雅仁 
鶴見  寿 
原  武志 

Yoshiki Ito 
Masahito Shimizu 
Hisashi Tsurumi 
Takeshi Hara 

3．研究成果の発表 
消化器病態学参照 

4．研究費獲得状況 
消化器病態学参照 

5．発明・特許出願状況 
消化器病態学参照 

6．学会活動 
消化器病態学参照 

7．学会招待講演，招待シンポジスト，座長 
消化器病態学参照 

8．学術賞等の受賞状況 
消化器病態学参照 

9．社会活動 
消化器病態学参照 

10．報告書 
消化器病態学参照 

11．報道 
消化器病態学参照 

12．自己評価 
評価 

立ち上げから 9 年を経過したが，既に業績を挙げ始めており，良好との評価に値する。特に本講座を

通して日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医を 12 名合格させたことは評価できる。 
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現状の問題点及びその対応策 
臨床腫瘍学という臓器横断的なテーマであり，関連分野からのサポートが必須である。本講座独自の

大学院生確保が緊急の課題である。 
 
今後の展望 

今後も新規大学院入学生を確保し，研究を積極的に推進し、専門医の育成に努める。 
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